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浜田市当初予算

～ 豊かな自然、温かい人情、人の絆を大切にするまち ～住みたい 住んでよかった 魅力いっぱい 元気な浜田
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泫表示単位未満単純四捨五入のため集計は必ずしも一致しません

（単位：百万円）

■公営企業会計 （単位：千円）
会　　計　　名 収入 支出

水  道  事  業 収益的収支 2,154,273 1,999,336
資本的収支 919,749 1,574,576

工業用水道事業 収益的収支 128,078 122,185
資本的収支 4,514 218,077

■特別会計 （単位：千円）
会　　計　　名 予算額

国 民 健 康 保 険 事 業 勘 定 6,556,658
直 診 勘 定 272,973

駐 車 場 事 業 32,774
公 設 水 産 物 仲 買 売 場 15,915
公 共 下 水 道 事 業 698,489
農 業 集 落 排 水 事 業 648,471
漁 業 集 落 排 水 事 業 43,588
生 活 排 水 処 理 事 業 56,412
後 期 高 齢 者 医 療 787,264

歳　出

●市税：市民の皆さんが納める税金
●分担金及び負担金：事業をするために、事業
の受益者から、一部を負担してもらうお金
●使用料及び手数料：施設の使用料や諸証明の
発行などの手数料
●繰入金：基金などから繰り入れるお金
●諸収入：雑入や貸付金元利収入など
●その他：寄附金など
●地方譲与税等：国税の一部又は全部が市に交
付されるお金
●地方交付税：全ての市町村で等しく行政サー
ビスが提供できるよう国が交付するお金
●国庫支出金：特定の事業に対して交付される
国からの補助金など
●県支出金：特定の事業に対して交付される県
からの補助金など
●市債：市が資金調達のために借り入れるお金

用語解説（歳入）

●人件費：市の職員の給与や退職金などの経費
●扶助費：生活保護や高齢者・乳幼児の医療費な
どの経費

●公債費：市が借り入れた地方債の支払に要する
経費

●普通建設事業費等：道路・橋りょう・学校など
公共用又は公用施設の建設に要する経費及び災
害復旧に要する経費

●物件費：賃金・旅費・需用費・役務費・委託料・
使用料及び賃借料などの物財調達のための経費 

●維持補修費：市が管理する公共用又は公用施設
などを維持するために必要な補修経費

●補助費等：各種団体に対する補助金・交付金・
負担金などの経費

●積立金：基金などに積み立てるための経費
●貸付金：政策金融・修学費の支援などを目的と
して貸付けを行うための経費　

●繰出金：一般会計と特別会計又は特別会計相互
間において支出される経費

用語解説（歳出）

（単位：百万円）歳　入
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市税
7,325（18.9％）

分担金及び
負担金
359（0.9%）
使用料及び
手数料
524（1.4%）

地方譲与税等
1,645（4.3%）

繰入金
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一般会計
歳入

387億3,000万円

（65.4%）

（34.6%）

泫表示単位未満単純四捨五入のため集計は必ずしも一致しません
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【写真】浜田駅前広場整備事業

　
平
成
31
年
３
月
市
議
会
定
例
会
に
お
い

て
、
平
成
31
年
度
当
初
予
算
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
平
成
31
年
度
の
当
初
予
算
の
編

成
で
は
、
重
要
政
策
に
優
先
的
に
予
算
配

分
を
行
う
た
め
、
歳
出
の
徹
底
し
た
見
直

し
を
行
う
と
と
も
に
、「
中
期
財
政
計
画
」

に
沿
っ
た
予
算
編
成
に
努
め
ま
し
た
。

　
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
経
費
区
分

の
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
裁
量
経
費

に
お
い
て
行
財
政
改
革
実
施
計
画
の
効
果

額
に
加
え
、
事
務
事
業
評
価
結
果
を
反
映

し
た
う
え
で
施
策
別
予
算
配
当
（
前
年
度

比
平
均
１
・
３
％
削
減
）
を
実
施
し
、
将

来
を
見
据
え
て
よ
り
良
い
浜
田
市
を
創
り

あ
げ
る
た
め
に
必
要
と
な
る
事
業
の
要
求

枠
を
新
た
に
設
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
特
に
本
年
は
、
浜
田
開
府
四
百
年
を
迎

え
る
た
め
、
関
連
予
算
の
優
先
確
保
を
図

る
方
針
の
も
と
、
記
念
式
典
や
北
前
船
寄

港
地
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
事
業

を
は
じ
め
、
駅
鈴
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
設
置

な
ど
の
関
連
事
業
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
10
月
以
降
の
幼
児
教
育
無
償
化

な
ど
の
国
の
制
度
改
正
に
つ
い
て
は
、
不

透
明
な
部
分
が
多
く
あ
る
も
の
の
、
可
能

な
限
り
予
算
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
努
め
た

と
こ
ろ
で
す
。

　
一
方
で
、
財
政
運
営
の
健
全
化
の
た
め
、

約
７
億
円
の
地
方
債
の
繰
上
償
還
を
実
施

い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
結
果
、
平
成
31
年
度
の
一
般
会
計

予
算
総
額
は
３
８
７
億
３
０
０
０
万
円
と

な
り
、
前
年
度
と
比
較
し
て
、
金
額
で
７

億
２
０
０
０
万
円
の
減
、
率
に
し
て
１
・

８
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
の
財
政
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
国

の
地
方
財
政
対
策
を
注
視
し
つ
つ
、
総
合

振
興
計
画
や
総
合
戦
略
の
着
実
な
推
進
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
併
せ
て
、
将
来
に

責
任
の
あ
る
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
目

指
し
て
、
行
財
政
改
革
実
施
計
画
の
取
組

を
加
速
し
、
財
政
健
全
化
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

問合せ
・財政課財政係　☎㉕９２１０
・各事業担当課

一般会計の概要

特別会計・公営企業会計

平成31年度浜田市当初予算

一
般
会
計
予
算

　
総
額 

３
８
７
億
３
０
０
０
万
円

予
算
編
成
概
要

持
続
可
能
な
財
政
体
質
の

　
　
　
　
　
確
立
に
向
け
て

平成31年度予算
■特別会計　　 （８会計）
■公営企業会計（２会計）
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　今年度の歳出予算のうち、新規事業
を中心に、主な事業をお知らせします。

※　金額は今年度にかかる事業費であり、表示単位未満単純
四捨五入を行っています。
※　事業の詳細については、担当課にお問い合わせください。

今年度末借入金
（地方債）残高見込
１人あたり
96万6,206円

庁舎の管理、徴
税、地域振興な
どに使います。88,844円

子育て支援や高齢者、障が
いのある人への支援、生活
保護などに使います。207,114円

商業や工業、観光
の振興、企業誘致
などに使います。17,090円71,355円

ごみ処理や火葬
場の維持、病気
の予防、環境保
全などに使いま
す。 消火活動、救

急救命などに
使います。24,753円道路や河川、公

園、住宅の整備
などに使います。

借金の返済に使
います。

114,235円

小中学校、幼稚園、
公民館の運営、文
化財保護、生涯学
習などに使います。

52,474円

議会運営、勤労青
少年ホームの運営、
災害復旧などに使
います。

17,549円

※　金額は､ それぞれに四捨五入
しているため、合計額が一致し
ない場合があります。

農業や林業、
漁業の振興に
使います。61,310円

60,339円

総務費 民生費

商工費農林水産業費衛生費

消防費

土木費

公債費

教育費

その他

１人あたりの
歳 出 額
71万5,064円

予算額（一般会計）を10,000分の１にして
１年間の家計簿風にしてみると…

支出（　）は市の性質別区分 平成31年度
当初予算

構成比
（%）

食費（人件費） 59万7千円 15.4 
光熱水費、日用雑貨代（物件費） 44万7千円 11.5 
医療費（扶助費） 73万1千円 18.9 
ローンの返済金（公債費） 61万9千円 16.0 
子どもへの仕送り（繰出金） 37万3千円 9.6 
家の増築費（普通建設事業費等） 59万3千円 15.3 
町内会費、サークル会費
（補助費等） 41万円 10.6 

定期貯金（積立金） 5万8千円 1.5 
アパートの修理、知人へ貸したお金など
（維持補修費、貸付金など） 4万5千円 1.2 

合　　　計 387万3千円 100.0 
※　表示単位未満単純四捨五入のため集計は必ずし
も一致しません。

浜田さん家の家計簿、昨年と違う点は？
・収入　預金の取崩し（繰入金）が増えます。
　　　　銀行からの借入金（市債）が減ります。
・支出　医療費（扶助費）が増えます。
　　　　家の増築費（普通建設事業費等）が減ります。

収入（　）は市の収入科目 平成31年度
当初予算

構成比
（%）

自
主
財
源

給料 （市税） 73万3千円 18.9 
アパートの家賃収入などの副収入
（使用料及び手数料など） 31万円 8.0 

預金の取崩し（繰入金） 29万9千円 7.7 

依
存
財
源

親からの援助
（地方交付税、地方譲与税等） 132万円 34.1 

兄弟からの援助（国県支出金） 82万6千円 21.3 
家を増築するための銀行からの
借入金（市債） 38万5千円 10.0 

合　　　計 387万3千円 100.0 

今年度の主な事業

活力のある産業を育て雇用をつくるまち

事業内容

産婦健康診査の費用を助成することにより、産
後の初期段階における母子に対する支援を強化し、
妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援体
制を整備します。　

○対象者
　おおむね産後２週間の産婦
○実施内容
　産婦健康診査を無料で実施します。
○産婦健康診査の内容
・問診（生活環境、授乳状況、育児不安、精神疾
患の既往歴、服薬歴など）
・体重、血圧測定
・尿検査（蛋白・糖）
・エジンバラ産後うつ病質問票（ＥＰＤＳ）

202万円産婦健康診査事業
新規

市民１人あたりの歳出状況

…浜田さん家の家計簿…

平成31年度当初予算額 387億3,000万円 を
市民の皆さん１人あたりの歳出に換算してみましょう。（ ）人   口   54,163 人

世帯数　26,321世帯
（Ｈ31．３．１現在）

担当　子育て支援課

事業内容

健康寿命の延伸を目的に、ウォーキングと食育
の推進、サロンなどの社会参加を促進し、市民全
体が自分で健康づくりに取り組む意識を持つこと
を目指します。

１日8,000歩歩くことを目標に掲げて、18歳以
上の人を対象に取組を行います。
○期間
　第１期：５月～７月、第２期：10月～12月
○ポイントの付与
　「ウォーキング」「体操・運動」「朝食・社会参加」
の取組に応じてポイントを付与します。
○ポイントの利用
　各期規定のポイントが貯まった場合、応募抽選
により当選者に浜田市共通商品券2,000円分を贈
呈します。（当選者数は、各期100人の合計200人）

248万円はまだ健康チャレンジ事業
新規

担当　健康医療対策課

事業内容

550万円地域産業担い手育成支援事業
新規

担当　農林振興課・水産振興課

農林業や水産業などの地域関連事業所で地域お
こし協力隊を雇用し、技術向上を目指した人材育
成を行い、生産性の維持向上や担い手の確保を図
ります。

○林業
　地域おこし協力隊：１人
○水産業
　地域おこし協力隊：１人

事業内容

459万円後継者等人材育成支援事業
新規

担当　商工労働課

地域おこし協力隊制度を活用し、後継者不在の
事業所とのマッチングや旅館・飲食店で不足して
いる料理人の育成を通じて、事業承継の推進を図
ります。

○後継者マッチング支援事業
　地域おこし協力隊：２人
○料理人育成支援事業
　地域おこし協力隊：２人

健康でいきいきと暮らせるまち

事業内容

300万円会津屋八右衛門碑整備事業
新規

担当　観光交流課

昭和10年に松原町自治会が整備した会津屋八右
衛門碑を歴史的遺産として保存活用し、観光誘客
を通じた交流人口拡大と地域活性化を目指します。

市道から会津屋八右衛門碑に至るまでの歩道に、
新たに転落防止柵を設置します。
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※　平成31年度当初予算の詳細
は、市ホームページに掲載し
ています。

　災害時の緊急輸送道路沿いにある建築物の耐震
改修を促進し、建物や緊急輸送道路の安全性の確
保・向上を図ります。

○対象件数　34件（予定）
○内容
　耐震対策に要する費用の一部を助成します。

1,220万円耐震対策緊急促進事業
新規 2,418万円ＣＡＴＶ中継局舎設備増設事業

新規

高齢者や障がい者、学生などが安心して生活で
きるよう、敬老福祉乗車券の交付及び通学定期券
購入補助を行います。移動にかかる経費負担の軽
減を図るとともに、公共交通サービスの利用促進
につなげます。

○敬老福祉乗車券交付事業
・高齢者支援の拡充
　　購入上限冊数（１人：年度）12冊→15冊
※　浜田駅から半径８㎞以上の居住者が対象。
・障がい者支援の追加
　　乗車券の無料交付冊数（１人：年度）　５冊
　※　透析患者は距離に応じて最大45冊。

431万円防災まちづくり推進事業
新規

自主防災組織が未設立の町内などに対して、設
立の促進や防災意識の向上を図るための活動を支
援し、地域住民の自助共助の活性化を促すことに
より、災害に強いまちづくりを目指します。

○自主防災組織を設立しようとしている団体への
経費支援
・補助対象経費
　　事務費、訓練経費など
・補助上限額
　　単独町内：３万円
　　複数町内・まちづくり推進委員会：５万円
○支援業務に従事する嘱託職員（１人）の雇用

生活基盤が整った快適に暮らせるまち

石見ケーブルビジョン（株）が平成30年度に開
始したインターネット新サービスを、公設民営エ
リア（旭町及び弥栄町）に拡張するための機器整
備を行います。

○新サービスの内容
　下り100Mbps
○新サービス提供時期（予定）
・旭エリア　　令和元年11月
・弥栄エリア　令和２年11月

事業内容
事業内容

事業内容

事業内容

浜田開府400年を迎えるにあたり、各イベント
などを通じて、郷土の歴史や文化を振り返り、次
世代につなぐ浜田のまちづくりを考える機会とし
ます。

3,263万円浜田開府400年記念イベント事業
拡充

夢を持ち郷土を愛する人を育むまち

安全で安心して暮らせるまち

事業内容

担当　商工労働課・観光交流課・
　　　開府400年推進室

担当　建築住宅課

担当　防災安全課

担当　政策企画課

担当　まちづくり推進課・地域福祉課

学校が保有する児童生徒や保護者の個人情報を
適切に管理するために、学校で使用しているシス
テムのセキュリティ対策を強化し、児童生徒や保
護者に関する個人情報の保護を徹底します。

○情報セキュリティ強靭化
　名簿や出席簿といった個人情報を扱う校務系
ネットワークをインターネットから分離し、個人
情報が流出するリスクを軽減します。

2,204万円学校情報セキュリティ対策事業
新規

事業内容

担当　学校教育課

　海に関わる学習をとおして、ふるさと浜田の宝
である「海」に対する愛着を深め、ふるさとを誇
りに思い、ふるさとのために何ができるかを考え、
行動する児童を育てます。

○事業実施スケジュール
・令和元年度
　市校長会に委託しモデル校を決め、「海洋教育
プログラム」を構築します。
・令和２年度以降
　構築したプログラムを本格実施します。

90万円海洋教育推進事業
新規

担当　生涯学習課

2,561万円（仮称）杵束コミュニティ施設整備事業
新規

弥栄老人福祉センターと老人憩いの家の２施設
を複合化によって１施設とし、杵束公民館を主体
とした複合施設として整備を行います。

事業内容

担当　教育委員会弥栄分室

○整備スケジュール
・令和元年度　設計業務、地質調査
・令和２年度　建物工事、備品購入
・令和３年度　供用開始、既存建物解体、外構工事

1億657万円地域公共交通確保対策事業
拡充

○記念式典の開催
○ゆかりの団体に対する助成
○浜田さんいらっしゃい事業の実施
○石州浜っ子夏まつり花火の拡充
○自治区産業祭の拡充
○市民協働活性化支援事業補助金の拡充
○北前船寄港地フォーラムの開催経費
○歴史サイン看板設置
○創作ミュージカルの開催経費
○歴史民俗資料館特別展示
○「ＮＨＫのど自慢」の誘致
○「開運なんでも鑑定団」の誘致
○「浜田バル」の開催支援
○「産業市」の開催

事業内容

浜田市街地緊急輸送道路位置図

今年度の主な事業今年度の主な事業
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浜田で働きたい　就職活動中の皆さんへ

就職活動を支援します

企業情報

就職活動イベント情報

求職者支援情報

ハローワーク浜田

就職活動を進めるにあたっては、ひとりで悩まず、分か
らないことがあれば早めに相談することが大切です。
ハローワークでは、仕事探しの相談だけでなく、就職活
動に役立つ様々なサービスを行っていますので、気軽にご
利用ください。

今年２月19日㈫～21日㈭に、就職活動予定の学生や一般
求職者などを対象に、Youtubeのライブ配信機能を活用
した企業説明会「いわみ企業博覧会」を行いました。
その時の様子を、YouTubeで視聴できます。
来年も２月頃開催予定です。

ハローワーク浜田
利用時間　平日　午前８時30分～午後５時15分
住所　浜田市殿町21-6
☎㉒８６０９　FAX㉒２９５２

ワークステーション江津
利用時間　平日　午前９時～午後５時
住所　江津市江津町1518-1  パレットごうつ２階
☎０８５５54０９５２　FAX０８５５54０９５４

「自分の強みは何か？」あなたの持ち味の発見をお手伝
いします。

求人への応募に必要となる履歴書、職務経歴書の作成ア
ドバイスや採用面接が不安な人には「面接体験」を行って
います。

就職に際して新たな技能や資格を身に付けたい人には、
職業訓練の受講を案内します。

本人の希望に応じ、同じスタッフがマンツーマンで支援
します。また、希望の条件に合った求人が出た時は、連絡
します。

求人担当者から直接話が聞けるチャンスです。ハロー
ワーク浜田２階で随時開催しています。参加企業は所内掲
示板でご確認ください。

応募書類・面接対策のアドバイス

職業訓練の案内

会社説明会の開催

担当制によるきめ細かな就職支援

求人紹介コーナーでは、浜田市の求人情報や就職に関す
るイベントについて紹介しています。そのほかにも就職支
援セミナーや相談窓口など、雇用に関する様々な情報を紹
介しています。
浜田市内での就職を考えている人や雇用に関する情報を
知りたい人は、ぜひご利用ください。
また、事業者や働いている人への情報を紹介するコー
ナー、支援制度などの情報もありますので、ご覧ください。

友だち登録方法
①　LINEアプリの「その他」⇒
「友だち追加」⇒「QRコード」
からQRコードを読み込んで登録

②　「ID検索」で登録
ID「＠cgj5338s」

お友だち募集中!!

働こう＠浜田 LINE情報
　　ID「＠cgj5338s」

「働きがい」のある職場を紹介するサイト
令和２年新卒求人情報も掲載中

市役所で求人情報・イベント情報などを
紹介しています

就職活動中の皆さんを応援します

YouTubeでいわみ企業博覧会の様子を公開中

主なサービス内容

働こう＠浜田の情報が「L
ラ イ ン

INE」で見られます

市内企業の求人情報に加えて、職場の写真や若手社員の
インタビュー記事など、「仕事のやりがい」や「地元で働
くことの魅力」を紹介する浜田市公式サイトです。

商工労働課公式アカウント「働こう＠浜田　LINE情報」
を開設しました。企業情報・就活イベント情報・定住情報
を配信します。ぜひ、友だち登録をお願いします。

　　　そのチカラを浜田の価値へ。 
　　　　　　　　浜田には田舎にしかないものがすべてある。 
　　　　　　　　　　　　　少しの不便を置いとけば、あなたの望む暮らしはきっとある。

　　　　　　子どもが笑顔で、安心して生活できる居心地のいい場所。 
　　　　　　　　住みよいまちと、働き甲斐のある職場。
　　　　　　　　　さあ、あなたのそのチカラを浜田の新しい価値に！

働こう＠浜田 Webサイト
　Work＠HAMADA

　http://work.joho-hamada.jp/

お友だち募集中!!お友だち募集中!!お友だち募集中!!お友だち募集中!!

求人紹介コーナー
場所　市役所本庁舎１階　入り口横

いわみ企業博覧会
いわみの企業人、YouTubeライブで大いに語る

自己理解、適職発見のお手伝い

問合せ
商工労働課雇用立地係

　☎㉕９５０１

江津市提供
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全国大会出場
おめでとうございます

採用職種・要件など　下表のとおり
第１次試験日　６月23日㈰
試験会場　　　浜田市役所本庁舎及び東京会場
申込方法　　　採用試験実施要項に基づき、受験申込

書類を提出してください。

浜田市職員採用試験 ＆ 就職ガイダンス

※　採用試験実施要項は、人事課・各支所防災自治課
にあります。市ホームページからダウンロードもで
きます。　

受付期間　５月24日㈮まで（当日消印有効）

受験申込書類提出・ガイダンス申込み・問合せ
　人事課人事係　☎㉕９１３０
　　〒697‒8501　浜田市殿町１番地
　　Email：jinji@city.hamada.lg.jp

令和２年４月１日採用予定の第１回職員採用試験を次のとおり行います。
採用試験実施要項で詳細を確認し、受験の申込みをしてください。

浜田市役所の就職ガイダンスを開催します。市役所の仕事や採用試験制度
の説明・職場見学・職員との意見交換などを行います。市役所の採用試験を
受験してみようと思っている人は、ぜひ参加してください。受験してみようと思っている人は、ぜひ参加してください。受験してみようと思っている人は、ぜひ参加してください。

対象　　令和元年度第１回職員採用試験（６月実施）の対象者
日時　　５月17日㈮　午後１時30分～４時30分
場所　　市役所本庁舎５階　
定員　　先着30人
料金　　無料
申込み　５月13日㈪までに、電話又はメールで必要事項（受

験区分・氏名・性別・住所・電話番号・在学中の場
合は学校名と学年）を人事課までお知らせください。

令和元年度　第１回

職員採用試験

就職ガイダンス

※　令和元年９月に、次の職種（年齢区分）で採用試験を実施する予定です。
①一般事務員（18歳以上23歳以下）新規高等学校卒業者が受験可能
②一般事務員（24歳以上35歳以下）県内外問わず社会人経験３年以上の人が対象
③土木技術員（20歳以上35歳以下）
④そのほか専門職（看護師など）

※　一般事務員（経験者含む）及び土木技術員で受験申込みができるのは、６月・９月を通じてひとつの
年齢区分のみです。

※　９月実施予定の採用試験については、広報はまだ８月号でお知らせします。

神田桜奈さん
（浜田東中１年）

吉原大道さん
（松原小５年）

河野穂希さん
（国府小４年）

松田彬良さん
（三階小４年）

天津里穂さん
（国府小３年）

天津佳乃さん
（国府小６年）

全国大会に出場する皆さんを激励しました。
出場報告のため市役所を訪問された皆さんをご紹介します。

採用職種 人員 対象者
（令和２年４月１日現在） 必要な資格・条件など

一般事務員Ａ ４人程度 22歳以上26歳以下の人 第１次試験は、高校卒業程度の教養試験などを実施し
ます。学歴・資格などは問いません。

一般事務員Ｂ
（ＵＩターン型経験者）３人程度 24歳以上35歳以下の人 学歴・資格などは問いませんが、県外在住者で、県外

企業などでの社会人経験３年以上の人が対象です。

土木技術員 ３人程度 20歳以上35歳以下の人 学歴・資格などは問いません。

全国ホープス選抜卓球大会
（岐阜県：３月22日～24日）

全国小学生ソフトテニス大会
（千葉県：３月29日～31日）

都道府県対抗
全日本中学生ソフトテニス大会
（三重県：３月26日～28日）
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公式ホームページ
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在
の

須
賀
神
社
）
の
祭
礼
行
事
に
あ
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
文
献
に
も
、
行
列
を
先
頭
に
祇
園

社
の
神
輿
が
城
下
を
通
行
し
た
記
述
が
あ
り
、

参
勤
交
代
の
際
の
大
名
行
列
奴
の
様
子
を
取

り
入
れ
た
と
い
う
伝
承
が
あ
り
ま
す
。

明
治
以
降
、
祭
礼
行
事
の
衰
退
に
伴
い
、

一
時
途
絶
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
奴
の

技
術
を
継
承
し
た
松
原
町
の
住
民
の
指
導
の

も
と
、
後
世
に
伝
え
残
す
た
め
、
昭
和
44
年

（
１
９
６
９
年
）
に
浜
田
大
名
行
列
保
存
会

が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
以
降
、
現
在
ま
で
保

存
、
継
承
さ
れ
、
槍
や
箱
を
受
け
渡
す
勇
壮

な
所
作
は
多
く
の
人
々
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

（
小
松
）

昭和31年の浜田大名行列奴
（浜田大名行列保存会提供）

現在の浜田大名行列奴

当日受付で
交換します

番
組
収
録

座
席
券
配
布
（
当
選
ハ
ガ
キ
が
必
要
）

日
時　
６
月
９
日
㈰　
午
前
９
時
〜

場
所　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

会
場
の
混
乱
を
防
ぐ
た
め
に
、
番
組
収
録
当
日
の
午
前
９
時

か
ら
、
当
選
ハ
ガ
キ
と
引
換
え
に
、
座
席
券
を
配
布
し
ま
す
。

座
席
は
、
座
席
券
の
配
布
順
に
、
会
場
の
前
方
の
席
か
ら
指

定
し
ま
す
。

当
選
し
て
い
な
い
人
は
観
覧
で
き
ま
せ
ん
。
必
ず
当
選
ハ
ガ

キ
を
持
参
し
、
座
席
券
と
引
き
換
え
て
く
だ
さ
い
。

開
場　
正
午
〜
午
後
０
時
45
分

収
録
前
に
番
組
ス
タ
ッ
フ
の
説
明
が
あ
り
ま
す
。
午
後
０
時

45
分
ま
で
に
指
定
さ
れ
た
座
席
に
着
席
し
て
く
だ
さ
い
。

収
録　
午
後
１
時
〜
３
時
頃

当選ハガキ

座席券

一
緒
に
勉
強
し
て
い
た
だ
い
た
人
に

缶
バ
ッ
チ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
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浜田市出身の自衛隊新入隊員の激励会に
出席しました（３月９日）

会津屋八右衛門氏頌徳碑周辺整備事業完
成記念式典に出席しました（３月14日）

マルハニチロ㈱と瀬戸ケ島埋立地の水産
事業立地の可能性を探ることに関する共
同研究協定書を締結しました（３月12日）

浜田城跡（ニノ門）発掘調査現地説明会
を開催しました（３月24日）

元気な浜田づくりのための女性の集いに
出席しました（３月23日）

島根県立大学卒業証書授与式・大学院学
位記授与式に出席しました（３月19日）

ふるさと納税型ＣＦを原資として設置し
た「はまだ防犯の都対策」安全安心カメラ
の運用開始式に出席しました（３月25日）

クラウドファンディング

浜田市出身の医師国家試験合格者をお祝
いしました（３月25日）

美又地域成果発表会に出席しパネルディスカッションを行いました（３月26日）
浜田川の大橋たもとに設置された「浜田
藩高札場跡説明板」の除幕式に出席しま
した（３月25日）

浜田ロードレース大
会に出席しました

（３月３日）

城山大学閉講式に出席しました
（３月26日）

毎
年
５
月
12
日
は
「
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
日
」、
５
月
12
日
か
ら

18
日
ま
で
の
一
週
間
は
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
や

そ
の
活
動
を
地
域
の
皆
さ
ん
に
知
っ

て
も
ら
う
た
め
の
「
活
動
強
化
週

間
」
で
す
。

活
動
強
化
週
間
に
は
、
全
国
各
地

で
様
々
な
取
組
が
行
わ
れ
、
浜
田
市

民
生
児
童
委
員
協
議
会
で
は
、
取
組

の
一
環
と
し
て
市
役
所
本
庁
舎
正
面

に
Ｐ
Ｒ
懸
垂
幕
を
掲
揚
し
ま
す
。

〇
民
生
委
員
法
及
び
児
童
福
祉
法
に

基
づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
地
域
福
祉
を
担
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。
非
常
勤
の
地
方
公
務

員
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
地
域
で
生
活
す
る
住
民
の
一
員
と

し
て
、
住
民
か
ら
の
様
々
な
生
活
上

の
困
り
ご
と
や
心
配
ご
と
に
関
す
る

相
談
に
応
じ
、
必
要
な
支
援
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
地
域
の
専
門
機
関
へ

の
「
つ
な
ぎ
役
」
と
し
て
の
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

○
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
な
か
に

は
、
子
ど
も
や
子
育
て
に
関
す
る
支

援
を
専
門
に
担
当
す
る
主
任
児
童
委

員
と
し
て
選
任
さ
れ
て
い
る
人
も
い

ま
す
。
学
校
な
ど
と
連
携
し
て
、
地

域
の
様
々
な
活
動
に
協
力
し
て
い
ま

す
。

○
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児

童
委
員
は
無
報
酬
で
す
。
た
だ
し
、

活
動
に
必
要
な
費
用
（
電
話
代
や
交

通
費
な
ど
）
の
一
部
は
活
動
費
と
し

て
支
払
わ
れ
ま
す
。

〇
地
域
の「
つ
な
ぎ
役
」で
あ
り
、
専

門
職
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
資
格
や
専

門
知
識
は
不
要
で
す
。
た
だ
し
、
住

民
の
個
別
の
相
談
に
応
じ
る
た
め
に
、

守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
働
き
な
が
ら
や
子
育
て
を
し
な
が

ら
活
動
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

○
市
町
村
ご
と
に
定
数
が
定
め
ら
れ

て
い
て
、
浜
田
市
は
、
１
９
５
人
で

す
（
民
生
委
員
・
児
童
委
員
１
７
５

人
、
主
任
児
童
委
員
20
人
）。
全
て

の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児

童
委
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お

い
て
、
各
地
区
の
民
生
児
童
委
員
協

議
会
に
属
し
、
多
く
の
仲
間
と
と
も

に
協
力
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

○
市
町
村
ご
と
に
設
置
さ
れ
る
推
薦

会
に
お
い
て
選
任
さ
れ
ま
す
。
任
期

は
３
年
で
、
３
年
お
き
に
全
国
で
一

斉
改
選
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
期
の
任

期
は
、
今
年
の
11
月
30
日
ま
で
で
す
。

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の

支
援
が
必
要
な
と
き
、
子
育
て
や
介

護
で
の
心
配
ご
と
や
困
っ
た
こ
と
が

あ
る
と
き
は
、
居
住
す
る
地
域
の
民

生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委

員
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
し
た
人
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

居
住
地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委

員
、
主
任
児
童
委
員
を
知
り
た
い
場

合
は
、
地
域
福
祉
課
又
は
各
支
所
市

民
福
祉
課
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

浜
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員

活
動
強
化
週
間
で
す

５
月 

12
日
〜
18
日 

は

ど
ん
な
活
動
を
す
る
の
？

教
え
て
！
民
生
委
員
・
児
童
委
員

　主
任
児
童
委
員
と
は

ど
ん
な
人
が
な
る
の
？

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」「
主

任
児
童
委
員
」
に
相
談
し
た
い

と
き
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

ど
う
や
っ
て
選
ば
れ
る
の
？

民
生
委
員
・
児
童
委
員

主
任
児
童
委
員

　は

問
合
せ　

・
地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係

　
☎
㉕
９
３
０
０

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

あ
な
た
の
身
近
な
相
談
相
手
で
す

○
一
斉
改
選
時
期
以
外
に
も
、
欠
員

が
出
た
場
合
に
は
、
随
時
選
任
が
行

わ
れ
ま
す
。

民生委員・児童委員のマーク

旭地区あいさつ運動の様子
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満開の桜の下で記念撮影など楽しむ来場者

パネルディスカッションを行うパネラー

美川幼稚園児によるダンス

３月31日㈰、大平桜まつりが三隅町矢原の大平桜周辺で行わ
れました。これは、国指定の天然記念物「三隅大

おおびら

平桜」の開花
時期に併せ、地元の自治会が中心となってつくる実行委員会が
毎年開催しているもので、今年で27回目を迎えました。当日は
天候にも恵まれ、まつり会場は、満開の大平桜を一目見ようと
約3,000人の来場者でにぎわいました。特設ステージでは、南
小太鼓、県立大学の大道芸やダンスパフォーマンス、毛利治郎
さんのアコースティックライブ、石見神楽の上演があり、周辺
には多数の出店もあり、来場者はまつりを楽しみました。

３月23日㈯､ 島根県立大学でまちづくりフォーラムがあり、
140人が参加しました。これは、安全・安心なまちづくりに取
り組んでいる人たちの話を聞きながら、地域の安全・安心につ
いて考え、防災意識を高めようと市が企画したものです。大田
市の自主防災組織による講演の後、浜田公民館・都川地区自主
防災部会・雲城まちづくり委員会による事例発表やパネルディ
スカッションが行われました。参加者は、「事例発表の取組を
参考にして、防災や共育など地域の活性化に目を向けてもらえ
るように努めたい」と話していました。

３月24日㈰、美川地域文化発表会が美川公民館で行われまし
た。この発表会は、美川公民館や地域でサークル活動している
団体や、園児・児童生徒たちの日頃の練習の成果を発表する場
として、美川文化協会と美川公民館が毎年開催しているもので
す。
当日は、美川幼稚園の園児によるダンスをはじめ、歌や舞踊

などが披露されました。会場に集まった観客は、子どもたちの
かわいいダンスや熱唱に手拍子や声援を送り、会場は大いに盛
り上がりました。

３月22日㈮、公民館ふるさと地域学習会が開催されました。
　これは、今年浜田藩が成立して400年を迎えることから、浜
田藩の成り立ちや弥栄町内にある史跡について学ぶことを目的
に安城公民館が企画したものです。
「浜田観光ボランティアガイドの会」の斎藤晴子さんを講師

に迎え、町内の地名の由来である豪族や浜田藩の歴史について
の講演を聞きました。その後、屋外に出て、浜田藩に関する史
跡を巡り、史跡のいわれや時代背景などについて説明を受けま
した。参加者は、ガイドの解説を興味深く聞き入っていました。

長畑実さんの話に聞き入る参加者

話に聞き入る参加者

想いやりチームのつくり方について学ぶ参加者

朗読に聴き入る参加者

３月19日㈫、生涯学習のまち・地域づくり研修会が三保公民
館で行われ、約80人が参加しました。これは、生涯学習の基本
を学び地域づくりの事例をとおして、元気と活力のある地域づ
くりを目指すと共に生涯学習の推進を図ることを目的に、三隅
生涯学習推進本部が毎年開催しているものです。浜田市社会教
育アドバイザーの長畑実さんを迎え、「人・まちが輝く生涯学
習を通じた人づくり・地域づくり」と題した講演会と河内自治
会事務局長の村木勝也さんによる「河内地区地域づくり計画書
の策定に関わってからの私」と題して事例発表がありました。

３月16日㈯、寒だめし講座が市木生活改善センターで行われ
ました。これは、江戸時代から続く１年間の天候を予測する方
法を学び、農作業の参考にしてもらおうと市木公民館が企画し
たものです。
講座では、いわみ寒だめしの会の講師から、梅雨の雨の具合
や気温の変化、台風などを予測することで、種まきや育苗、収
穫時期を考えることを教わりました。参加者は、「今では実際
に寒だめしをやる人は少なくなったが、田植えや稲刈りの時期
の参考になった」と話していました。

３月17日㈰、「想いやりチームのつくり方」が、弥栄会館で
開催されました。これは、職場や地域、団体などでよりよいチー
ムワークを築く方法を学ぶために企画されたものです。㈱チー
ムビルディングジャパンの河村甚さんを講師に招き、目標達成
するための課題解決方法が分からないものはフラット型が向い
ており、いろんな人の考えが混ざりあうことが大事であること
などの話しをされました。また、体を使ったチーム活動を体験
し、参加者は楽しく学びました。

３月16日㈯、中央図書館で春の朗読会があり、約40人が参加
しました。これは、朗読や本に興味を持ってもらい、耳で本の
魅力を楽しんでもらおうと、朗読を楽しむ会「波」が毎年企画
しているものです。会員が、毎月の勉強会で取り組んだ今年度
の課題である芥川龍之介の「魔術」を披露し、与謝野晶子の「君
死にたまふことなかれ」など会員の好きな本10冊の朗読があり
ました。参加者は、「大人になって読み聞かせをする事はあっ
ても、人に読んでもらう機会はないので、新鮮な感じがする」
と話していました。 斎藤さんの話に興味深く聞き入る参加者たち

♥Town Topics
春風にのって樹齢約660年の桜が香る

～ 大平桜まつり ～
みすみ

防災意識を高めよう
～ 浜田市まちづくりフォーラム ～

はまだ

日頃の練習の成果を発表
～ 美川地域文化発表会 ～

はまだ

浜田開府400年町内の史跡を学ぼう
～ 公民館ふるさと地域学習会 ～

やさか

みんなでつくろうみんなのまち
～ 生涯学習のまち・地域づくり研修会 ～

みすみ

天候の予測方法について学ぶ
～ 寒だめし講座 ～

あさひ

よりよいチームを築くために
～ 想いやりチームのつくり方 ～

やさか

耳で楽しむ本の魅力
～ 春の朗読会 ～

はまだ
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まちのわだい
安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

火災予防啓発チラシを受け取る住民

作法に注意しながらお茶をいただく

園児による防火パレード

３月２日㈯、女性消防団員防火指導が波佐地区で行われまし
た。これは、火災の多いこの時季に、金城消防隊の女性消防団
と東部消防署金城出張所が一人暮らしの高齢者の自宅などを訪
問し、見守りを兼ねた防火指導を行うものです。
当日は、団員から家庭の火気設備点検や住宅用火災警報器の

交換について説明があり、訪問宅の人に火災への備えなどアド
バイスしました。訪問を受けた高齢者は「やさしく指導しても
らい相談にも乗っていただいたのでうれしかった。火災を起こ
さないように心掛けたい」と話していました。

２月27日㈬、旭中学校で卒業お祝いお茶会が行われ、生徒な
ど24人が参加しました。これは、卒業を節目に、お祝いの意味
を込めて、茶道の体験をとおして、礼儀作法の基礎を身に付け
てもらおうと今市茶道同好会と今市公民館が開催したものです。
生徒たちは、会場に飾られた掛け軸や花を観賞した後、作法

やあいさつを教わりながら、菓子と薄茶をいただきました。地
域の皆さんからの心のこもったおもてなしを受け、生徒たちに
とって礼儀作法を学ぶ良い機会となりました。

３月１日㈮から７日㈭までの「春季全国火災予防運動」の期
間中、三隅町内にある３つの保育所の幼年消防クラブによる防
火パレードが行われました。これは、火災が発生しやすい時季
を迎え、啓発活動の一環として毎年行っているものです。
三隅保育所の園児たちは、揃いのハッピ姿で地区をパレード

し、沿道の住民の皆さんに元気な声で「火の用心」を呼びかけ
たあと、三隅支所前で「防災の誓い」を述べました。その後、
園児たちは、女性消防団員による紙芝居や消防署員の話を聞き
ました。

２月23日㈯、第４回広浜鉄道ウォーキングが開催され、市内
外から約200人が参加しました。このウォーキングは、幻の広
浜鉄道今福線の魅力を広めようと、金城自治区６公民館連絡協
議会が企画したものです。ウォーキングコースは、旧線の鉄道
橋からの絶景や、新線の下長屋トンネル内部を探検する約5.5
㎞で、ガイドから鉄道が実現できなかった経過などの説明もあ
りました。参加者は「もし、広浜鉄道が実現し、山陰と山陽を
つなぐ線路として活用されていたと思うと想像が膨らむ」と話
していました。ウォーキングと今福の自然を満喫する参加者

火災予防の呼びかけ
～ 女性消防団員防火指導 ～

かなぎ

お茶会で卒業生をおもてなし
～ 旭中学校　卒業お祝いお茶会 ～

あさひ

元気な声で「火の用心」
～ 幼年消防クラブが防火パレード ～

みすみ

幻の広浜鉄道今福線を満喫
～ 第４回広浜鉄道ウォーキング ～

かなぎ

町
内
会
単
位
で
防
災
防
犯
の

話
を
し
ま
せ
ん
か

安
全
安
心

　
地
震
・
風
水
害
や
武
力
攻
撃
な
ど

の
災
害
時
に
、
国
か
ら
送
ら
れ
て
く

る
緊
急
情
報
を
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
に
よ
っ
て
伝

達
す
る
た
め
の
一
斉
訓
練
放
送
を
行

い
ま
す
。

　
市
で
は
、
市
内
全
て
の
防
災
行
政

無
線
か
ら
放
送
が
流
れ
ま
す
。

※　
こ
の
訓
練
放
送
は
、
浜
田
市
以

外
の
地
域
で
も
同
じ
音
声
が
放
送

さ
れ
ま
す
。　
　
　

訓
練
放
送
日
時

　
５
月
15
日
㈬　
午
前
11
時
頃

放
送
内
容

「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト

で
す
」
を
３
回
繰
り
返
し
ま
す
。

※　
前
後
に
チ
ャ
イ
ム
音
が
鳴
り
ま

防
災
行
政
無
線
に
よ
る
全
国

一
斉
訓
練
放
送
を
行
い
ま
す

５
月
11
日
㈯
〜
20
日
㈪

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す

　
昨
年
中
、
浜
田
市
内
で
は
交
通
事

故
に
よ
り
、
３
人
が
亡
く
な
り
ま
し

た
。
本
運
動
を
と
お
し
て
、
市
民
一

人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
づ
け
、

交
通
事
故
の
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

運
動
の
期
間
及
び
一
斉
行
動
の
日

期
間　
５
月
11
日
㈯
か
ら
20
日
㈪

一
斉
行
動
日　

   

５
月
13
日
㈪

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

　
５
月
20
日
㈪

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
着
用
啓
発
の
日

　
５
月
17
日
㈮

運
動
の
重
点

①
子
ど
も
と
高
齢
者
の
安
全
な
通
行

の
確
保
と
高
齢
運
転
者
の
交
通
事

故
防
止

②
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進
（
特

に
、「
自
転
車
安
全
利
用
五
則
」

の
遵
守
）

③
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着

用
の
徹
底

④
飲
酒
運
転
の
根
絶

問
合
せ　
防
災
安
全
課
防
災
安
全
係

　
☎
㉕
９
１
２
２　

　
自
転
車
は
誰
で
も
乗
れ
る
便
利
な

乗
り
物
で
す
が
、
一
方
で
傘
差
し
運

転
や
、
乗
用
中
の
携
帯
電
話
の
使

用
・
右
側
通
行
な
ど
の
ル
ー
ル
違
反

も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
自
転
車
も
車
の
仲
間
で
す
。
交
通

事
故
の
被
害
者
だ
け
で
な
く
、
使
い

方
を
誤
れ
ば
加
害
者
と
な
る
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

思
い
や
り
の
あ
る
交
通
マ
ナ
ー
の
実

新
し
い
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
作
成
し
ま
し
た

　
島
根
県
の
地
震
津
波
浸
水
想
定
の

見
直
し
に
伴
い
、
新
し
い
津
波
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
広
報
は
ま
だ
４
月
号
と
と
も
に
全

戸
配
布
し
て
い
ま
す
。
避
難
経
路
の

確
認
な
ど
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
以
前
の
津
波
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
（
平
成
24
年
作
成
）
は
処
分

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

・ 

防
災
安
全
課
防
災
安
全
係

　
☎
㉕
９
１
２
２

・
各
支
所
防
災
自
治
課　
　

５
月
１
日
㈷
〜
31
日
㈮

自
転
車
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す

河
川
カ
メ
ラ
の
運
用
を

開
始
し
ま
す

　

４
月
か
ら
市
内
５
か
所
で
河
川
カ

メ
ラ
の
運
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

撮
影
し
た
水
位
画
像
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

U
RL:https://ham

ada-city-
kasen-cam

era.jp

※　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
も
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
で
き
ま
す
。

問
合
せ 

防
災
安
全
課
防
災
安
全
係

　
☎
㉕
９
１
２
２

　
町
内
会
の
集
会
な
ど
で
防
災
や
防

犯
に
つ
い
て
話
を
し
ま
せ
ん
か
？　

　
出
前
講
座
と
し
て
、
各
種
講
座
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
、
自
主
防
災
組
織
を

設
立
す
る
た
め
の
集
会
な
ど
に
対
し

て
、
補
助
金
を
用
意
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

・
防
災
安
全
課
防
災
安
全
係

　
☎
㉕
９
１
２
２

・
各
支
所
防
災
自
治
課

践
に
努
め
、
交
通
事
故
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

自
転
車
安
全
利
用
五
則

①
自
転
車
は
、
車
道
が
原
則
、
歩
道

は
例
外

②
車
道
は
左
側
を
通
行

③
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道
寄

り
を
徐
行

④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

・
飲
酒
運
転
・
二
人
乗
り
・
並
進
の

禁
止

・
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

・
交
差
点
で
の
信
号
遵
守
と
一
時
停

止
・
安
全
確
認

⑤
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

問
合
せ　
防
災
安
全
課
防
災
安
全
係

　
☎
㉕
９
１
２
２

す
。

※　
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）
と
は
、
災
害
時
に
国

か
ら
送
ら
れ
て
く
る
緊
急
情
報

を
、
人
工
衛
星
な
ど
を
介
し
て
瞬

時
に
受
信
し
、
市
町
村
の
防
災
行

政
無
線
な
ど
を
自
動
的
に
放
送
さ

せ
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

問
合
せ　
防
災
安
全
課
防
災
安
全
係

　
☎
㉕
９
１
２
２

津波ハザードマップ



20広報はまだ：令和元年５月号21 広報はまだ：令和元年５月号

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

５月側溝消毒予定表
日 曜 場所
７ 火 杉戸町、笠柄町
８ 水 熱田町６～10
９ 木 熱田町11～13
13 月 熱田町14、内田町
14 火 長浜町１～８
15 水 日脚町２～６・８・９、周布町
16 木 治和町２・３・５・６、津摩町、陽光台
20 月 唐鐘１～９
21 火 国分町１～３、唐鐘10・11、下府町４～６・８
22 水 下府町１～３・６－１、上府町伊甘
23 木 上府町三宅、外ノ浦町、松原町１～３・６・８
27 月 松原町４・５・７・８、殿町１・６～８
28 火 殿町１～５、田町２～５
29 水 田町１、琵琶町、朝日町１～６・９・10
30 木 朝日町１～４・６～８、牛市町、紺屋町２～５
※　週４日（月～木曜日）の作業です。
※　雨天などにより中止した場合、金曜日に実施す
ることがあります。
　　　　　（環境課廃棄物衛生係　☎㉕９４３０）

適
正
飼
養
で
、
家
の
犬
猫
を

病
気
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

　
皆
さ
ん
は
外
に
犬
猫
を
放
し
飼
い

に
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
外
に
出
た
犬
猫
は
ほ
か
の
動
物
と

触
れ
合
い
、
様
々
な
病
気
に
か
か
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
愛
す
る
犬
猫
が

元
気
に
過
ご
す
た
め
に
、
屋
外
の
犬

は
リ
ー
ド
に
つ
な
ぎ
、
猫
は
室
内
で

飼
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
人
が
犬
猫
の
病
気
を
家
に

持
ち
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
所
有
す
る
敷
地
内
で
動
物
の
死

体
を
見
つ
け
た
時
は
、
素
手
で
は
触

ら
ず
、
処
理
の
際
に
は
必
ず
ゴ
ム
手

袋
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。
使
用
し

た
ゴ
ム
手
袋
は
廃
棄
し
、
作
業
後
は

必
ず
手
洗
い
と
消
毒
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
道
路
上
の
死
体
は
道
路
管
理
者
に

通
報
し
て
回
収
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ

う
。

問
合
せ　
浜
田
保
健
所
衛
生
指
導
課

　
☎
㉙
５
５
５
８

　
は
ま
だ
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
隊
で
は
、

身
近
に
で
き
る
夏
の
省
エ
ネ
活
動
と

し
て
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の
普
及

に
取
り
組
み
ま
す
。
グ
リ
ー
ン
カ
ー

テ
ン
で
省
エ
ネ
し
、
夏
バ
テ
防
止
の

健
康
野
菜
、
ゴ
ー
ヤ
を
食
べ
て
地
球

と
一
緒
に
元
気
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
と
は
？

　
あ
さ
が
お
や
ゴ
ー
ヤ
な
ど
の
ツ
ル

性
植
物
を
窓
の
外
に
作
る
自
然
の

カ
ー
テ
ン
の
こ
と
で
す
。

　
窓
か
ら
の
日
ざ
し
を
遮
り
、
葉
が

建
物
の
放
射
熱
や
地
面
か
ら
の
照
り

返
し
を
遠
ざ
け
て
く
れ
る
た
め
、
省

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
で
夏
を

　
　
　
　
　
　
快
適
に
過
ご
そ
う

ゴ
ー
ヤ
苗
を
無
料
配
布
し
ま
す

エ
ネ
効
果
が
あ
り
ま
す
。

ゴ
ー
ヤ
苗
の
無
料
配
布

対
象　
市
内
の
世
帯
及
び
事
業
所

配
布
日
時　
５
月
25
日
㈯

　
10
時
〜
正
午

配
布
場
所　
市
役
所
東
分
庁
舎
前
駐

車
場

配
布
内
容　
ゴ
ー
ヤ
の
苗
２
個
・
堆

肥
の
セ
ッ
ト

配
布
数　
先
着
５
０
０
セ
ッ
ト

※　

１
世
帯
（
事
業
所
）
１
セ
ッ
ト

問
合
せ　
は
ま
だ
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進

隊
事
務
局
（
環
境
課
内
）

　
☎
㉕
９
４
２
０

住

宅

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

な
ど
の
設
置
を
助
成
し
ま
す

　
市
で
は
、
環
境
に
や
さ
し
い
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
積
極
的
な
利
用

を
促
進
す
る
た
め
、
県
の
補
助
制
度

を
活
用
し
て
、
次
の
設
備
を
設
置
す

る
費
用
の
一
部
の
補
助
を
行
っ
て
い

ま
す
。

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

対
象
設
備

・
太
陽
電
池
及
び
パ
ワ
ー
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ナ
ー
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
こ
と

・
太
陽
電
池
の
公
称
最
大
出
力
の
合

計
値
が
10
　

kw
未
満
の
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と

・
未
使
用
品
で
あ
る
こ
と

補
助
金
額　
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル

の
公
称
最
大
出
力　

１
kw
あ
た
り

１
万
円
（
上
限
４
万
円
）

募
集
件
数　
10
件

蓄
電
池
設
備

対
象
設
備

・
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設

備
と
同
時
に
設
備
を
設
置
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と

・
蓄
電
容
量
が
１
kwh
以
上
の
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
蓄
電
池
部
を
備
え
、
太

陽
光
発
電
に
よ
り
発
電
し
た
電
力

又
は
夜
間
電
力
を
繰
り
返
し
蓄
え

必
要
に
応
じ
て
消
費
で
き
る
設
備

で
あ
る
こ
と

・
未
使
用
品
で
あ
る
こ
と

補
助
金
額　
設
備
の
設
置
に
要
す
る

　
費
用
以
内
の
額
（
上
限
10
万
円
）

件
数　
５
件

太
陽
熱
利
用
設
備

対
象
設
備

・
太
陽
熱
を
給
湯
・
冷
暖
房
な
ど
に

利
用
す
る
設
備
で
あ
る
こ
と

・
集
熱
器
と
貯
湯
部
分
が
分
離
し
た

ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

の
お
願
い
及
び
消
火
訓
練
を

実
施
し
ま
せ
ん
か

住
宅
用
火
災
警
報
機
を
設
置
し
ま

し
ょ
う　

　
全
国
で
は
、
住
宅
火
災
に
よ
る
死

者
の
約
７
割
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者

と
な
っ
て
お
り
、
逃
げ
遅
れ
に
よ
り

多
く
の
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

住
宅
火
災
で
犠
牲
に
な
ら
な
い
た
め

に
は
、
早
く
火
災
に
気
付
き
避
難
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に

も
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
と

て
も
有
効
で
す
。
住
宅
用
火
災
警
報

器
は
、
寝
室
へ
の
設
置
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
お
り
、
市
の
設
置
率
は
約

75
％
で
、
全
国
平
均
よ
り
か
な
り
低

い
状
況
で
す
。
設
置
し
て
い
な
い
住

宅
に
は
早
急
な
設
置
を
、
設
置
し
て

い
る
住
宅
で
は
、
適
切
な
維
持
管
理

（
動
作
確
認
・
古
い
機
器
の
交
換
）

を
お
願
い
し
ま
す
。

消
火
訓
練
を
実
施
し
ま
せ
ん
か

　
火
災
が
小
さ
い
う
ち
に
消
火
す
る

た
め
に
は
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を

設
置
し
、
日
頃
か
ら
町
内
会
な
ど
で

消
火
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
が
と
て

も
重
要
で
す
。
町
内
会
な
ど
で
の
訓

練
指
導
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
や
防

火
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
ご
不
明
な

点
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

・
消
防
本
部
予
防
課

　
☎
㉒
１
１
６
７

・
各
消
防
署
及
び
消
防
出
張
所

ハ
チ
の
巣
は
早
期
に
発
見
・

駆
除
を
し
ま
し
ょ
う

生
活
・
環
境

　
毎
年
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
ハ
チ

の
巣
の
駆
除
に
つ
い
て
の
相
談
が
寄

せ
ら
れ
ま
す
。

　
ハ
チ
は
、
春
先
か
ら
雨
や
風
が
し

の
ぎ
や
す
い
場
所
を
選
ん
で
巣
を
作

り
始
め
ま
す
。
中
で
も
ス
ズ
メ
バ
チ

は
、
７
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
巣
の

発
達
が
頂
点
に
達
し
、
同
時
に
攻
撃

的
に
な
る
最
も
危
険
な
時
期
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
巣
が
小
さ
い
春
先
に
発
見
し
駆
除

を
行
え
ば
、
費
用
も
安
く
済
み
ま
す
。

早
期
の
発
見
、
早
期
の
駆
除
を
お
勧

め
し
ま
す
。

ハ
チ
の
巣
が
で
き
や
す
い
場
所

　
家
の
軒
下
・
天
井
裏
・
壁
の
中
・

床
下
・
垣
根
や
植
え
込
み
の
中
・
木

の
洞
の
中
な
ど

ハ
チ
の
巣
の
駆
除
は

　
そ
の
土
地
の
所
有
者
又
は
管
理
者

が
、
駆
除
業
者
に
直
接
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。

駆
除
業
者
（
五
十
音
順
）

・
え
ん
じ
ょ
い
ネ
ッ
ト

　
【
三
隅
町　

☎
０
９
０-

７
３
７

３-

７
８
４
６
】

・
㈱
さ
ん
び
る
浜
田
営
業
所

【
長
沢
町　
☎
㉒
２
８
９
２
】

・
㈱
ソ
ウ
カ
ン

【
後
野
町　
☎
42
１
７
８
９
】

・
太
平
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
㈱
浜
田
営
業
所

【
長
沢
町　
☎
㉓
０
８
３
２
】

・
浜
田
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
㈱

【
港
町　
☎
㉒
１
５
９
８
】

・
フ
ジ
マ
害
虫
消
毒
㈲

【
片
庭
町　
☎
㉓
６
４
７
１
】

問
合
せ　
環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

　
☎
㉕
９
４
２
０

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
や

Ｐ
Ｍ
２
・
５
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い

　
例
年
５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
、

風
が
弱
く
、
気
温
が
高
い
晴
れ
た
日

に
、
空
気
中
の
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン

ト
の
濃
度
が
高
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
注
意
喚
起
が
行
わ
れ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
一
定
の
濃
度
を
超
え
、
継
続
す
る

と
予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、
光
化
学

オ
キ
シ
ダ
ン
ト
注
意
報
な
ど
の
発
令

や
Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
注
意
喚
起
が
発
表

さ
れ
ま
す
が
、
直
ち
に
健
康
に
被
害

が
生
じ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

落
ち
着
い
て
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

○
屋
外
で
の
活
動
を
控
え
、
窓
を
で

き
る
だ
け
閉
め
ま
し
ょ
う
。

○
学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
所
（
園
）

な
ど
で
は
、
子
ど
も
を
屋
内
に
戻

し
ま
し
ょ
う
。

○
目
・
の
ど
な
ど
に
刺
激
を
感
じ
た

人
は
、
洗
顔
や
う
が
い
を
し
ま

し
ょ
う
。

○
特
に
呼
吸
器
系
、
循
環
器
系
疾
患

の
あ
る
人
は
、
体
調
の
変
化
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

※　
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
と
は
、

大
気
中
の
窒
素
化
合
物
・
炭
化
水

素
な
ど
が
紫
外
線
に
よ
っ
て
光
化

学
反
応
を
起
こ
し
生
成
さ
れ
る
オ

ゾ
ン
を
主
体
と
す
る
酸
化
性
物
質

で
す
。

※　
Ｐ
Ｍ
２
・
５
は
、
大
気
中
に
浮

遊
す
る
小
さ
な
粒
子
の
う
ち
、
粒

子
の
大
き
さ
が
２
・
５
マ
イ
ク
ロ

メ
ー
ト
ル
以
下
（
人
の
髪
の
約
30

分
の
１
の
大
き
さ
）
の
、
非
常
に

小
さ
な
粒
子
で
す
。

問
合
せ　
環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

　
☎
㉕
９
４
２
０　

統
計
調
査
員
を
募
集
し
ま
す

　
市
で
は
、
国
が
実
施
す
る
統
計
調

査
（
国
勢
調
査
・
経
済
セ
ン
サ
ス
な

ど
）
に
理
解
と
熱
意
を
も
っ
て
、
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
統

計
調
査
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

希
望
す
る
人
を
あ
ら
か
じ
め
登
録
調

査
員
と
し
て
登
録
し
、
統
計
調
査
実

施
の
際
に
改
め
て
市
か
ら
従
事
依
頼

を
し
、
本
人
の
了
承
を
得
た
上
で
調

査
に
従
事
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※　
登
録
し
た
人
に
毎
回
調
査
を
お

願
い
す
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

主
な
仕
事
の
内
容

①
調
査
員
事
務
打
合
せ
会
へ
の
出
席

②
調
査
区
域
及
び
調
査
対
象
の
確
認

③
調
査
票
の
配
布
・
記
入
依
頼
・
回

収 

④
回
収
し
た
調
査
票
の
検
査
・
整

理
・
提
出 

資
格
要
件

・
選
挙
関
係
者
及
び
税
務
・
警
察
に

直
接
関
係
の
な
い
20
歳
以
上
の
人

・
主
に
日
中
の
調
査
活
動
に
従
事
で

き
る
人
（
ほ
か
に
仕
事
を
し
て
い

て
も
可
能
で
す
）

・
責
任
感
が
強
く
、
特
に
秘
密
保
護

に
配
慮
で
き
る
人

・
暴
力
団
員
で
な
く
、
暴
力
団
や
暴

力
団
員
と
密
接
な
関
係
が
な
い
人

報
酬
な
ど

　
実
際
に
調
査
に
従
事
し
た
場
合
に

国
が
定
め
た
報
酬
を
支
払
い
ま
す
。

統
計
調
査
員
の
身
分

　
実
際
に
調
査
に
従
事
し
て
い
た
だ

く
場
合
に
、
統
計
調
査
の
都
度
（
約

２
か
月
間
）、
国
や
県
か
ら
任
命
さ

れ
る
非
常
勤
の
公
務
員
と
な
り
ま
す
。

応
募
方
法

　

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

後
日
、
簡
単
な
面
接
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ　
総
務
課
総
務
管
理
係

　
☎
㉕
９
１
２
０

・
未
使
用
品
で
あ
る
こ
と

補
助
金
額　
設
備
の
設
置
に
要
す
る

費
用
の
２
分
の
１
以
内
の
額
（
上

限
30
万
円
）

件
数　
３
件

共
通
要
件

対
象
者　
市
内
に
住
所
を
有
し
、
市

税
の
滞
納
が
な
い
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
も
の

①
市
内
に
自
ら
所
有
し
居
住
す
る
家

屋
（
新
規
購
入
を
含
む
）
に
設
置

す
る
個
人

②
市
内
に
所
有
す
る
建
物
に
設
置
す

る
市
内
に
事
業
所
を
置
く
法
人
な

ど
（
太
陽
熱
利
用
設
備
の
み
）

対
象
工
事　
市
内
の
事
業
者
が
対
象

設
備
設
置
工
事
を
施
工
す
る
こ
と

対
象
工
事
期
限　
令
和
２
年
３
月
31

日
ま
で
に
設
置
工
事
が
完
了
す
る

こ
と

申
込
期
限　
令
和
２
年
２
月
28
日
㈮

※　
必
ず
工
事
着
手
14
日
前
ま
で
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
申

請
要
件
を
確
認
の
上
、
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

※　
申
請
書
は
、
市
役
所
環
境
課
に

あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

申
込
先
・
問
合
せ

　
環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係 

　
☎
㉕
９
４
２
０
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

快適アクセス事業の廃止時期

時期
ＪＲ乗車券

（浜田駅 ⇔
益田駅）

タクシー券
（益田駅 ⇔
萩・石見空港）

６月末 廃止 助成あり

令和２年
３月末 廃止 廃止

萩・石見空港時刻表
萩・石見空港 ⇔ 羽田空港（東京）

着 12:15 ← 10:40 発
発 12:55 → 14:25 着
着 17:05 ← 15:30 発
発 17:45 → 19:20 着

（３月31日～６月30日発着分）

リ
ム
ジ
ン
タ
ク
シ
ー
は
継
続
運
行
中

で
す

　
浜
田
駅
・
三
隅
支
所
と
萩
・
石
見

空
港
を
直
通
で
結
ぶ
、
リ
ム
ジ
ン
タ

ク
シ
ー
は
今
後
も
継
続
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

萩
・
石
見
空
港
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

萩
・
石
見
空
港
東
京
線
は
、
１
日

２
便
運
航
中
で
す
。

問
合
せ　
萩
・
石
見
空
港
利
用
拡
大

促
進
協
議
会
（
益
田
市
空
港
対
策

室
内
）
☎
０
８
５
６
㉓
０
９
９
０

萩
・
石
見
空
港

快
適
ア
ク
セ
ス
事
業
を
廃
止

し
ま
す

快
適
ア
ク
セ
ス
事
業
を
廃
止
し
ま
す

　
こ
れ
ま
で
、
多
く
の
人
に
ご
利
用

い
た
だ
い
た
「
浜
田
駅

⇔

益
田
駅
間

の
Ｊ
Ｒ
券
」
と
「
萩
・
石
見
空
港

⇔

益
田
駅
間
の
タ
ク
シ
ー
券
」
が
助
成

さ
れ
る
「
快
適
ア
ク
セ
ス
事
業
」
に

つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
２
年
３
月
末

を
も
っ
て
次
の
よ
う
に
段
階
的
に
廃

止
し
ま
す
。

税
務
・
納
税

自
動
車
税
の
納
期
限
は

　
５
月
31
日
㈮
で
す

　
必
ず
納
期
限
ま
で
に
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か

ら
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
利
用
し
て

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。　

　
ま
た
、
納
税
通
知
書
が
届
か
な
い

場
合
は
県
西
部
県
民
セ
ン
タ
ー
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

納
税
通
知
書
発
送
日

　
５
月
７
日
㈫

納
付
場
所
・
方
法

　
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
、
県
民
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
、
ペ

イ
ジ
ー
納
付
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ

ン
キ
ン
グ
・
モ
バ
イ
ル
バ
ン
キ
ン
グ
、

ペ
イ
ジ
ー
対
応
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
）
パ
ソ
コ

ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
た

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付

問
合
せ

　
島
根
県
西
部
県
民
セ
ン
タ
ー
収
納

管
理
課　
☎
㉙
５
５
２
２

産

業

地
域
活
性
化

　
市
で
は
、
地
震
に
よ
る
危
険
な
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
を
防
止
し
、
子
ど

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
除
却

を
支
援
し
ま
す

も
の
安
全
を
守
る
た
め
、
通
学
路
沿

い
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
除
却
と
フ
ェ
ン

ス
な
ど
へ
の
建
替
え
に
対
し
、
費
用

の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
を
設
け
ま

し
た
。

補
助
対
象
事
業

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
除
却
事
業

　
通
学
路
に
面
し
て
設
け
ら
れ
て
い

る
危
険
な
補
強
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ

ロ
ッ
ク
造
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ

ク
造
、
れ
ん
が
造
、
石
造
な
ど
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
を
全
て
除
却
す
る
も
の

フ
ェ
ン
ス
な
ど
へ
の
建
替
え
事
業

　
右
記
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
全
て
除
却

し
た
場
所
に
金
属
製
フ
ェ
ン
ス
、
板

塀
、
生
垣
な
ど
を
設
け
る
も
の

※　
フ
ェ
ン
ス
な
ど
の
設
置
だ
け
で

は
、補
助
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
か
ら
ブ
ロ
ッ
ク
塀

へ
の
建
替
え
も
補
助
の
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
と
は

　

補
助
の
対
象
と
な
る
危
険
な
ブ

ロ
ッ
ク
塀
と
は
、
⑴
か
⑵
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
も
の
で
す
。

⑴　
「
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
点
検
の

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
」
に
１
つ
で

も
チ
ェ
ッ
ク
の
付
い
た
も
の

⑵　
一
級
建
築
士
な
ど
の
有
資
格
者

が
、
不
適
合
箇
所
が
あ
る
と
認
め

た
も
の

補
助
金
額　
補
助
金
額
は
、
⑴
〜
⑶

の
最
も
低
い
金
額
で
す
。(

千
円

未
満
は
切
り
捨
て)

⑴　
補
助
対
象
事
業
費
の
３
分
の
２

⑵　
補
助
対
象
事
業
費
の
１
ｍ
単
価

６
月
１
日

２
０
１
９
年
工
業
統
計
調
査

を
実
施
し
ま
す

農
地
転
用
の
申
請
や
各
種
届

出
及
び
農
用
地
区
域
か
ら
の

除
外
申
出
の
手
続
を
し
て
く

だ
さ
い

農
地
転
用
な
ど
の
申
請

　
農
地
転
用
な
ど
農
地
の
形
状
な
ど

を
変
更
す
る
場
合
は
、
次
の
手
続
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

①
転
用
許
可
申
請

　

農
地
を
農
地
以
外
の
目
的
（
住

宅
・
駐
車
場
・
資
材
置
場
・
墓
地

な
ど
）
に
転
用
す
る
場
合

②
農
地
利
用
目
的
変
更
届

　
田
か
ら
畑
へ
用
途
を
変
更
す
る
場

合

③
農
業
用
施
設
に
供
す
る
届

　
自
己
所
有
農
地
で
農
地
保
全
・
利

用
促
進
の
た
め
の
農
業
用
施
設

（
農
道・た
め
池
な
ど
）や
２
ア
ー

ル
未
満
の
農
業
経
営
施
設
（
農
業

用
倉
庫
・
農
機
具
収
納
施
設
な

ど
）
に
転
用
す
る
場
合

※　
自
己
の
所
有
地
で
あ
っ
て
も
必

ず
許
可
を
受
け
て
か
ら
、
農
地
転

用・用
途
変
更
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※　
こ
れ
ま
で
に
許
可
を
受
け
、
農

地
転
用
が
完
了
し
た
人
は
、
完
了

報
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

④
農
地
の
相
続
な
ど
の
届
出
書

　
農
地
の
権
利
を
相
続
な
ど
に
よ
り

取
得
し
た
場
合

農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
申
出

　
転
用
す
る
農
地
が
、
農
用
地
区
域

内
に
あ
る
場
合
は
、
事
前
に
農
林
振

興
課
又
は
各
支
所
産
業
建
設
課
で
指

定
の
有
無
を
確
認
の
上
、
農
用
地
区

域
か
ら
除
外
す
る
手
続
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　
こ
の
除
外
申
出
の
受
付
は
、
年
２

回（
５
月
末
と
11
月
末
締
切
）と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
・
問
合
せ

農
地
転
用
な
ど
に
つ
い
て

・
農
業
委
員
会
事
務
局

　
☎
㉕
９
８
２
０

農
用
地
除
外
に
つ
い
て

・
農
林
振
興
課
農
業
振
興
係

　
☎
㉕
９
５
１
０

・
各
支
所
産
業
建
設
課

　
県
知
事
か
ら
任
命
を
受
け
た
調
査

員
が
５
月
中
旬
ご
ろ
か
ら
製
造
業
を

営
む
全
て
の
事
業
所
を
訪
問
し
、
従

業
者
数
や
業
務
の
内
容
、
構
内
事
業

所
の
有
無
な
ど
の
準
備
調
査
を
行
い

ま
す
の
で
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
調
査
の
対
象
と
な
る
事
業
所

の
皆
さ
ん
に
は
、
調
査
票
を
お
配
り

し
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回

答
も
で
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　
総
務
課
総
務
管
理
係

　
☎
㉕
９
１
２
０

　
市
で
は
、
使
用
予
定
の
な
い
「
空

き
家
」
を
探
し
て
い
ま
す
。

　
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
、
空

き
家
の
有
効
活
用
を
し
ま
せ
ん
か
。

空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
人
、
空
き

家
を
知
っ
て
い
る
人
か
ら
の
情
報
提

供
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
は
、
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
と
は
、
使

用
予
定
の
な
い
空
き
家
を
登
録

し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
Ｕ
・

Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
な
ど
に
情
報
提

供
を
行
う
制
度
で
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.ham
ada-akiya.com

/

空
き
家
情
報
を
提
供
し
て
く

だ
さ
い

問
合
せ　
政
策
企
画
課
移
住
定
住
係

　
☎
㉕
９
２
０
０

　　　まちづくりの各種支援制度を活用してください　　　
　市では、各種まちづくり団体の活動を支援するための様々な制度を設けています。
事業 対象団体 補助内容（対象経費） 補助金額（交付額） 申請期間 問合せ

まちづくり
総合交付金

地区まち
づくり推
進委員会
町内会
など

まちづくりに関するソフト事業に係
る経費 団体ごとに積算した額 ４月

～６月末

まちづくり推
進課
☎㉕９２０１

市民協働活性
化支援事業補
助金

市民団体
など

社会貢献に関する事業・人材育成に
関する事業・芸術文化の振興に関す
る事業に係る経費

経費の1/2上限20万円
（予算総額に達した時点
で終了）

随時

大学等高等教
育機関と連携
したまちづく
り推進事業補
助金

市民団体
学生団体
など

市民と学生が共同で行う交流・文化
事業に係る経費
（食糧費を除く）

経費の3/4上限５万円
（予算総額に達した時点
で終了）

地域づくり振
興事業補助金

町内会
など

①防犯灯の新設・改修費
②集会所施設の改修及び用地取得費
③集会所施設の新設費
④防災訓練及び防災資機材整備に係
る経費
⑤防犯カメラの新設

①上限５万円/基
（ポール設置など特殊事
情がある場合は上限８
万円/基）
②経費の1/3上限50万円
③経費の1/3上限150万円
④経費相当額（上限あり）
⑤経費の2/3上限20万円/
基
（①～⑤予算総額に達し
た時点で終了）

自治会
活動保険

町内会
など

町内会などが実施する事業で、事故
などが発生した場合に対する保険を
かけています。

－

が
５
万
３
千
円
を
超
え
る
場
合

は
、
１
ｍ
単
位
５
万
３
千
円
と
し

た
額

⑶　
20
万
円

受
付
期
間　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
除
却
工

事
に
着
手
す
る
日
の
７
日
前
ま
で

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※　
申
請
件
数
が
予
定
件
数
に
達
し

た
場
合
は
、受
付
を
終
了
し
ま
す
。

申
込
方
法　
補
助
金
交
付
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
必
要

な
図
面
や
書
類
を
添
え
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

※　
申
請
書
は
、
建
築
住
宅
課
に
あ

り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ　
建
築
住
宅
課
指

導
係　
☎
㉕
９
６
３
２
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

お
た
ふ
く
か
ぜ
任
意
予
防
接

種
に
対
し
て
助
成
し
ま
す

　
市
で
は
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
任
意
予

防
接
種
の
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
。
助
成
対
象
者
に
は
、

１
歳
の
誕
生
日
の
翌
月
に
助
成
券
を

送
付
し
ま
す
。

助
成
対
象
者

　
浜
田
市
に
住
所
の
あ
る
１
歳
児

助
成
期
間　
令
和
２
年
３
月
31
日
㈫

ま
で

助
成
金
額　
１
回
分　

４
０
０
０
円

※　
自
己
負
担
額
は
、
医
療
機
関
に

よ
っ
て
違
い
ま
す
。
予
約
の
際
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

実
施
医
療
機
関　
次
ペ
ー
ジ
の
個
別

接
種
医
療
機
関
一
覧
表
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
合
せ

・
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係

　
☎
㉕
９
３
３
１

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

定
期
予
防
接
種
を
実
施
し
ま

す接
種
期
間　
４
月
１
日
㈪
〜
令
和
２

年
３
月
31
日
㈫

実
施
医
療
機
関　
次
ペ
ー
ジ
の
個
別

接
種
医
療
機
関
一
覧
表
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

乳
幼
児
な
ど
の
定
期
予
防
接
種

　

予
防
接
種
の
種
類
な
ど
は
、
次

ペ
ー
ジ
の
定
期
予
防
接
種
一
覧
表
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

料
金　
無
料（
た
だ
し
、対
象
年
齢・

接
種
間
隔
な
ど
を
は
ず
れ
て
接
種

す
る
と
料
金
が
必
要
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
）

持
参
す
る
も
の　
母
子
手
帳

注
意
事
項　

・
子
ど
も
の
健
康
状
態
と
対
象
年
齢

な
ど
を
確
認
し
て
、
個
別
接
種
医

療
機
関
へ
必
ず
事
前
に
予
約
を
し

て
く
だ
さ
い
。

・
平
成
25
年
６
月
か
ら
、
子
宮
頸
が

ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
積
極

的
に
勧
め
て
い
ま
せ
ん
。
接
種
に

あ
た
っ
て
は
、
有
効
性
と
リ
ス
ク

を
理
解
し
た
上
で
接
種
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ

・
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係　

☎
㉕
９
３
３
１

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
定
期
予
防
接
種

対
象
者

①
令
和
２
年
３
月
末
ま
で
に
次
の
年

齢
に
な
る
市
民

・
65
歳
（
昭
和
29
年
４
月
２
日
生
〜

昭
和
30
年
４
月
１
日
生
）

・
70
歳
（
昭
和
24
年
４
月
２
日
生
〜

昭
和
25
年
４
月
１
日
生
）

・
75
歳
（
昭
和
19
年
４
月
２
日
生
〜

昭
和
20
年
４
月
１
日
生
）

・
80
歳
（
昭
和
14
年
４
月
２
日
生
〜

昭
和
15
年
４
月
１
日
生
）

・
85
歳
（
昭
和
９
年
４
月
２
日
生
〜

昭
和
10
年
４
月
１
日
生
）

・
90
歳
（
昭
和
４
年
４
月
２
日
生
〜

昭
和
５
年
４
月
１
日
生
）

・
95
歳
（
大
正
13
年
４
月
２
日
生
〜

大
正
14
年
４
月
１
日
生
）

・
100
歳
（
大
正
８
年
４
月
２
日
生
〜

大
正
９
年
４
月
１
日
生
）

・
101
歳
以
上
（
大
正
８
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
、
心

　
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
・
免
疫
機
能

障
が
い
が
あ
り
、
身
体
障
害
者
手

帳
１
級
相
当
の
市
民

※　
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
に
１
度
で

も
23
価
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
人
（
平
成

26
年
度
か
ら
平
成
30
年
度
の
間
に

既
に
定
期
接
種
と
し
て
高
齢
者
肺

炎
球
菌
感
染
症
の
定
期
接
種
を
受

た
人
を
含
む
）
に
つ
い
て
は
対
象

外
と
な
り
ま
す
。

持
参
す
る
も
の　
保
険
証
（
住
所
・

生
年
月
日
な
ど
を
証
明
す
る
も

の
）・
免
除
証
明
書
（
必
要
な
人

　

の
み
）・
身
体
障
害
者
手
帳
（
必

要
な
人
の
み
）

接
種
回
数　
１
回

接
種
料
金　
３
０
０
０
円

　
（
生
活
保
護
受
給
者
は
無
料
）

注
意
事
項　
予
防
接
種
の
効
果
や
副

反
応
な
ど
を
十
分
理
解
し
た
上

で
、
接
種
す
る
か
ど
う
か
を
判
断

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

・
健
康
医
療
対
策
課
健
康
づ
く
り
係

☎
㉕
９
３
１
１

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

全
国
戦
没
者
追
悼
式
が
開
催

さ
れ
ま
す

　
県
で
は
、「
全
国
戦
没
者
追
悼
式
」

式
典
に
県
遺
族
代
表
と
し
て
参
列
す

る
人
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　
次
の
全
て
を
満
た
す
県
内
在

住
者

⑴　
日
華
事
変
（
昭
和
12
年
７
月
７

日
）
以
降
の
軍
人
・
軍
属
な
ど
戦

没
者
の
遺
族

⑵　

戦
没
者
の
遺
族
で
あ
る
配
偶

者
、子
、父
母
、兄
弟
姉
妹
、孫
、

甥
姪
、
曽
孫
、
子
・
兄
弟
姉
妹
・

孫
又
は
甥
姪
の
配
偶
者
、
18
歳
未

満
の
遺
族
と
そ
の
保
護
者

⑶　
健
康
状
態
が
良
好
で
、
２
日
間

の
団
体
行
動
に
耐
え
ら
れ
る
人

※　
こ
れ
ま
で
に
全
国
戦
没
者
追
悼

式
に
参
列
し
た
こ
と
が
な
い
人
を

優
先
し
ま
す
。

※　
戦
没
者
１
人
に
つ
き
１
人
の
参

列
を
原
則
と
し
ま
す
（
子
・
兄
弟

姉
妹
の
配
偶
者
が
夫
婦
で
参
列
す

る
場
合
及
び
18
歳
未
満
の
遺
族
と

そ
の
保
護
者
が
参
列
す
る
場
合
を

除
く
）。

日
程　
８
月
14
日
㈬
・
15
日
㈭

式
典
開
催
日　
８
月
15
日
㈭

場
所　
日
本
武
道
館
（
東
京
都
千
代

田
区
）

参
加
費　
松
江
市
を
起
点
と
し
た
東

京
ま
で
の
往
復
運
賃
と
宿
泊
費
は

定
額
助
成
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
の

費
用
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

申
込
締
切
日　
５
月
30
日
㈭

申
込
方
法　
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

※　
申
込
用
紙
は
、
地
域
福
祉
課
及

び
各
支
所
市
民
福
祉
課
に
あ
り
ま

す
。

※　
島
根
県
遺
族
連
合
会
会
員
は
、

申
し
込
む
前
に
必
ず
各
支
部
に
連

絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

選
考
方
法　
続
柄
・
年
齢
な
ど
を
考

慮
の
上
、
県
が
選
考
し
ま
す
（
先

着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

※　
参
列
は
、
島
根
県
遺
族
連
合
会

が
主
催
す
る
旅
行
団
が
実
施
し
、

集
合
か
ら
解
散
ま
で
全
て
団
体
行

動
と
な
り
ま
す
。

※　
参
列
者
に
決
定
し
て
か
ら
辞
退

す
る
と
、
時
期
に
よ
っ
て
は
キ
ャ

ン
セ
ル
料
を
支
払
っ
て
も
ら
う
場

合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　
島
根
県
高
齢
者
福
祉
課
援

護
恩
給
グ
ル
ー
プ　

　
☎
０
８
５
２
㉒
５
２
４
０

口
座
振
替
利
用
者
の
車
検
用
の

納
税
証
明
書
を
送
付
し
ま
す

　
軽
自
動
車
税
を
口
座
振
替
で
納
め

た
人
に
、
口
座
引
き
落
と
し
確
認
後
、

６
月
中
旬
に
車
検
用
の
納
税
証
明
書

を
送
付
し
ま
す
。

　
納
税
証
明
書
を
送
付
す
る
の
は
車

検
が
必
要
な
車
種
の
み
で
す
。
２
５

０
㏄
以
下
の
バ
イ
ク
や
小
型
特
殊
自

動
車
な
ど
は
対
象
外
で
す
の
で
、
納

税
証
明
書
の
送
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

問
合
せ

　
税
務
課
税
制
係　
☎
㉕
９
２
３
０

　
市
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
が
利

用
す
る
軽
自
動
車
な
ど
、
一
定
の
要

件
を
満
た
す
場
合
、
軽
自
動
車
税
を

減
免
し
ま
す
。
減
免
を
受
け
る
に
は

申
請
が
必
要
で
す
。
期
間
中
に
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
平
成
30
年
度
に
減
免
を
受
け
て
い

た
人
に
は
、
今
年
度
の
軽
自
動
車
税

納
税
通
知
書
に
減
免
の
案
内
文
を
同

封
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

減
免
申
請
期
間

　
５
月
10
日
㈮
〜
31
日
㈮

申
請
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑

・
身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手

帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

又
は
療
育
手
帳

・
運
転
免
許
証

・
減
免
を
受
け
る
車
両
の
自
動
車
検

査
証
（
車
検
有
効
期
限
内
の
も
の

に
限
り
ま
す
。
２
５
０
㏄
以
下
の

バ
イ
ク
は
不
要
で
す
）

※　
減
免
の
要
件
や
申
請
方
法
な
ど

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
せ

・
税
務
課
税
制
係

　
☎
㉕
９
２
３
０

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

自
動
車
税
の「
グ
リ
ー
ン
化
税
制
」

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
31

年
３
月
31
日
ま
で
に
新
車
新
規
登
録

さ
れ
た
自
動
車
で
、
低
燃
費
及
び
排

出
ガ
ス
性
能
が
一
定
の
基
準
を
満
た

す
自
動
車
は
、
そ
の
満
た
す
基
準
に

応
じ
て
、
今
年
度
の
税
額
が
約
75
％

又
は
50
％
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
新
車
新
規
登
録
か
ら
11
年

経
過
し
た
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
及
び
13
年

経
過
し
た
ガ
ソ
リ
ン
・
Ｌ
Ｐ
Ｇ
車
は
、

税
額
が
約
15
％
（
バ
ス
・
ト
ラ
ッ
ク

な
ど
は
約
10
％
）
加
算
（
重
課
）
さ

れ
ま
す
。

問
合
せ　

島
根
県
西
部
県
民
セ
ン

タ
ー
不
動
産
・
自
動
車
課
税
課

　
☎
㉙
５
５
２
１

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
の

お
知
ら
せ

子

育

て

　
歯
科
検
診
・
フ
ッ
素
塗
布
（
歯
ブ

ラ
シ
に
液
を
つ
け
て
塗
布
し
ま
す
）

む
し
歯
予
防
の
話
を
し
ま
す
。

対
象　
浜
田
市
に
住
所
が
あ
る
１
歳

以
上
の
在
宅
幼
児

※　
保
育
所
（
園
）・
幼
稚
園
で
実

施
し
て
い
る
場
合
は
、
園
で
受
け

て
く
だ
さ
い
。

日
程　
６
月
13
日
㈭

受
付　
午
後
１
時
10
分
〜
１
時
30
分

場
所　
旭
保
健
セ
ン
タ
ー
（
今
市
公

民
館
）

料
金　
４
０
０
円
（
歯
ブ
ラ
シ
代
を

含
む
）

※　
タ
オ
ル
・
母
子
手
帳
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ　
旭
支
所
市
民
福

祉
課　
☎
45
１
４
３
５

在
宅
児
フ
ッ
素
塗
布
を
実
施

し
ま
す

風
し
ん
任
意
予
防
接
種
に
対

し
て
助
成
し
ま
す

　
市
で
は
、
風
し
ん
任
意
予
防
接
種

の
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。

助
成
対
象
者　
接
種
日
に
浜
田
市
に

住
民
登
録
の
あ
る
人
で
、
風
し
ん

産
前
産
後
家
事
支
援
サ
ポ
ー

タ
ー
派
遣
事
業
を
ご
利
用
く

だ
さ
い

　
市
で
は
、
産
前
・
産
後
の
家
事
支

援
の
た
め
に
、
産
前
・
産
後
家
事
支

援
サ
ポ
ー
タ
ー
派
遣
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
浜
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
か
ら
ス
タ
ッ
フ
が
派
遣
さ
れ
、

妊
娠
中
・
出
産
後
の
家
事
支
援
を
行

い
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
は
登

録
が
必
要
で
す
。

対
象　
浜
田
市
内
に
お
住
ま
い
の
、

体
調
不
良
な
ど
に
よ
り
家
事
を
行

う
の
が
困
難
な
妊
産
婦
で
、
支
援

が
必
要
な
人

サ
ー
ビ
ス
内
容

・
衣
類
の
洗
濯

・
住
居
な
ど
の
掃
除
及
び
整
理

・
生
活
必
需
品
の
買
物

・
そ
の
ほ
か
必
要
な
家
事
支
援

利
用
期
間　
妊
娠
中
か
ら
出
産
後
３

年
以
内

利
用
時
間
帯　
午
前
９
時
〜
午
後
６

時
（
年
末
年
始
は
除
く
）

利
用
料

　

１
回
２
時
間
単
位
で
４
０
０
円

※　
延
長
を
希
望
す
る
人
は
、
１
時

間
ご
と
に
２
０
０
円
の
追
加
料
金

が
必
要
で
す
。

登
録
か
ら
利
用
ま
で

①
登
録
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※　
申
請
書
は
、
子
育
て
支
援
課
又

は
各
支
所
市
民
福
祉
課
に
あ
り
ま

す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

②
後
日
、
登
録
決
定
通
知
書
が
届
き

ま
す
。

③
利
用
す
る
際
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
（
☎
㉓
４
６
８
０
）
に

利
用
希
望
日
の
３
日
前
ま
で
に
、

予
約
し
て
く
だ
さ
い

申
請
先
・
問
合
せ

・
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係

　
☎
㉕
９
３
３
１

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

抗
体
検
査
で
接
種
が
必
要
と
判
断

さ
れ
た
次
に
該
当
す
る
人

①
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性

②
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
の
同
居
者

③
妊
婦
（
抗
体
価
が
低
い
人
に
限

る
）
の
同
居
者

助
成
期
間　
令
和
２
年
３
月
31
日
㈫

ま
で

助
成
金
額　

　
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
０
０
０
円

　
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン　

２
０
０
０
円

※　
自
己
負
担
額
は
、
医
療
機
関
に

　
よ
っ
て
違
い
ま
す
。
予
約
の
際
に

　
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

連
絡
先　

・
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係　

　
☎
㉕
９
３
３
１

・
健
康
医
療
対
策
課
健
康
づ
く
り
係

　
☎
㉕
９
３
１
１

・
各
支
所
市
民
福
祉
課
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安
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安
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税
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子
育
て

健
康・福
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保
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人
権

教
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化・ス
ポ
ー
ツ

定期予防接種一覧
ワクチン名 対象者　　 標準的な接種回数・接種間隔

Ｂ型肝炎 １歳未満
３回（生後２か月～９か月で接種）
※　27日以上の間隔をあけて２回接種し、１回目接種
から139日以上（２回目接種から６日以上）の間隔
をあけて１回接種してください。

ヒブ

【標準的な接種開始期間】
初回接種開始が、
生後２か月～７か月未満

初回３回（１歳未満で接種）・追加１回
※　27日～56日の間隔をあけて３回接種し、３回終了
後７か月～１年１か月あけて１回接種してください。

初回接種開始が、
生後７か月～１歳未満

初回２回（１歳未満で接種）・追加１回
※　27日～56日の間隔をあけて２回接種し、２回終了
後７か月～１年１か月あけて１回接種してください。

初回接種開始が、１歳～５歳未満 １回

小児用肺炎球菌

【標準的な接種開始期間】
初回接種開始が、
生後２か月～７か月未満

初回３回（１歳未満で接種）
追加１回（１歳～１歳３か月で接種）
※　27日以上の間隔をあけて３回接種し、３回終了後
60日以上あけて１回接種してください。

初回接種開始が、
生後７か月～１歳未満

初回２回（１歳未満で接種）
追加１回（１歳以上で接種）
※　27日以上の間隔をあけて２回接種し、２回終了後
60日以上あけて１回接種してください。

初回接種開始が、１歳～２歳未満 ２回　※　60日以上の間隔をあけて２回接種してください。
初回接種開始が、２歳～５歳未満 １回

ジフテリア
百日せき
破傷風
ポリオ
①又は②を接種

①４種混合
（ジフテリア・百日せ
き・破傷風・ポリオ） 生後３か月～７歳半未満

初回３回・追加１回
※　20日～56日の間隔をあけて３回接種し、３回接種
後１年～１年半あけて１回接種してください。
※　ポリオ生ワクチンをこれまで接種した場合、接種
回数が変わります。主治医に相談してください。

②不活化ポリオ
（ポリオ）

ＢＣＧ １歳未満 １回（生後５か月～８か月で接種）

ＭＲ（麻しん・風しん）
第１期　１歳～２歳未満
第２期　保育所・幼稚園の年長児
相当（H25.4.2～H26.4.1生まれ）

第１期　１回
第２期　１回

水痘
１歳～３歳未満
※　水痘に罹患した人は、接種対
象外になります。

２回
※　１回目は１歳から１歳３か月までに接種し、２回
目は１回目終了後、６か月～１年あけて接種してく
ださい。

日本脳炎

【標準的な接種】
第１期　３歳～７歳半未満
第２期　９歳～13歳未満
【特例】　積極的勧奨差し控えに
より接種機会を逃した人

第１期　初回２回・追加１回
※　６日～28日の間隔をあけて２回接種し、２回目接
種後１年あけて１回接種してください。
第２期　１回
【特例】　接種については主治医に相談してください。

ＤＴ（ジフテリア・破傷風） 小学校６年生相当
（H19.4.2～H20.4.1生まれ） １回

子宮頸がん予防ワクチン 中学校１年生相当～高校１年生相
当の女子（H15.4.2～H19.4.1生まれ）

　ワクチンは２種類あります。どちらかを選び、同じ
ワクチンを３回接種してください。

△は６歳以上です。　●は、中学生までが対象です。　◎は、２期のみです。

医療機関名
乳幼児など定期任意予防接種 高齢者肺炎球菌

Ｂ肝 ヒブ 小児用
肺炎球菌 ４種 ポリオ BCG MR 水痘 日本

脳炎 DT 子宮
頸がん おたふく 可否 通院・入院

患者のみ 予約１期 ２期
さわだこどもクリニック
国分町　　☎㉘３７７７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
島田病院
殿町　　　☎㉒２５１１ ○ ○
すみれ小児科
熱田町　　☎㉖１００６ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
心療内科田中クリニック
長沢町　　☎㉔１６５０ ○ ○
中村医院
片庭町　　☎㉒１１８３ ○ ○
中村胃腸科内科医院
笠柄町　　☎㉒８０００ ○ ○
中村呼吸器内科医院
内村町　　☎㉗４５９３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
中村整形外科
殿町　　　☎㉒３３２５ ○ ○
西川病院
港町　　　☎㉒２３９０ ○ ○ ○
西川胃腸科内科医院
相生町　　☎㉓０１００ ○ ○
能美クリニック
天満町　　☎㉒３２３１ ○ ○ ○
真鍋医院
国分町　　☎㉘００３１ ○ ○ ○ ○
丸山内科クリニック
相生町　　☎㉒１１１５ ○
都医院
治和町　　☎㉖０１００ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
彌重内科眼科医院
高田町　　☎㉒１５２７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
やすぎクリニック
下府町　　☎㉘１９１１ ○ ○ ○ ○ ○ ○
うのピアノクリニック
宇野町　　☎㉘１９１１ ○ ○ ○ ○
山根病院
熱田町　　☎㉖０６８８ ○ ◎ ○ ○ ○
金城沖田医院
金城町七条　☎42１８００ ○ ○
酒井外科内科医院
旭町今市　☎45０２２２ ○ ○ ○ ○ ○ ○
寺井医院
三隅町三隅　☎32００３８ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
中村医院
三隅町三隅　☎32００２１ ○ ◎ ○ ○ ○
野上医院
三隅町三隅　☎32００３１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
山根病院三隅分院
三隅町岡見　☎32４３４３ ○ ◎ ○ ○ ○
浜田医療センター
浅井町　　☎㉕０５０５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○
国民健康保険大麻診療所
西村町　　☎㉖００１４ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国民健康保険波佐診療所
金城町波佐　☎44０００１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国民健康保険あさひ診療所
旭町丸原　☎45０００２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国民健康保険弥栄診療所
弥栄町木都賀☎48５００１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
びおら小児科
江津市 ☎0855535355 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
上田医院
邑南町 ☎0855850070 ○ ○

※　浜田医療センターは、主に入院治療や高度な医療を必要とする人を主体に対応する「中核病院」です。予防接種は、でき
るだけ市内のかかりつけ医で受診しましょう。
※　定期予防接種は、市内の医療機関で接種するのが原則です。入院・入所や里帰りなどのため、浜田市を長期間離れ市内
の医療機関で接種ができない場合は、接種前に連絡してください。

個別接種医療機関

医療機関名
乳幼児など定期任意予防接種 高齢者肺炎球菌

Ｂ肝 ヒブ 小児用
肺炎球菌 ４種 ポリオ BCG MR 水痘 日本

脳炎 DT 子宮
頸がん おたふく 可否 通院・入院

患者のみ 予約１期 ２期
池田ひ尿器科皮ふ科医院
朝日町　　☎㉓５３５３ ○ ○
大石内科医院
黒川町　　☎㉕０３１３ ○ ○ ○
岡本胃腸科内科医院
長沢町　　☎㉓５５５５ ○ ○ ○ ○ ○
沖田内科医院
蛭子町　　☎㉒０７６７ ○
沖田医院
殿町　　　☎㉒１５５５ ○ ○
笠田医院
牛市町　　☎㉒１６２１ ○ △ ○ ○ ○ ○
北村内科クリニック
国分町　　☎㉘２２５７ ○ ○ ○
小池医院
日脚町　　☎㉗１０２０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
さいとう小児科内科医院
朝日町　　☎㉓０２２８ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
さかね内科
殿町　　　☎㉒２２３４ ○ ○ ○ ○ ○
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乳がん検診（要予約）
対象　40歳以上の女性で、２年に１回の受診間隔の人
及びクーポン券が送付された人

【医療機関で受診する場合】
申込先　浜田医療センター内健診センター

☎㉘７７００
申込受付時間　14:00～16:00

実施期間
５月７日㈫～令和２年２月28日㈮
毎週火・水・金曜日
検診当日受付時間　14:30～15:00
検査時間　15:00～17:00

実施場所 浜田医療センター内　健診センター

【検診車で受診する場合】
申込先　島根県環境保健公社　☎㉒７４４２

実施日 受付時間 会　場

金
城

５月18日㈯
（休日検診） 13:30～15:00みどりかいかん

５月24日㈮ 9:00～10:00くざ会館
10:30～11:30おぐに会館

弥
栄 ５月24日㈮

13:30～14:30弥栄会館
15:00～16:00弥栄老人福祉センター

三
隅
５月18日㈯
（休日検診） 9:30～11:30三隅保健センター

※　次の人は、乳がん検診（マンモグラフィー検査）
を受けられません。
・ペースメーカー装着者・妊娠中の人
・授乳中の人・豊胸手術実施者
・ＶＰシャント術後（水頭症のための脳室シャント）
・乳房手術後１年以内の人・卒乳後６か月未満の人

胃がん検診（予約不要）　対象　40歳以上
実施日 受付時間 会　場

浜
田

５月15日㈬ 9:00～10:00 石見公民館
11:00～11:15 石見公民館細谷分館

５月16日㈭
9:00～10:00 国府公民館
11:15～11:30 宇野東児童館
13:15～13:30 石見公民館宇津井分館

５月20日㈪ 8:30～ 9:00 日脚児童館
10:00～11:00 美川公民館

５月22日㈬
8:00～ 9:00 久代公民館
10:30～11:30 上府三宅集会所
13:30～14:00 国府公民館有福分館

金
城

５月28日㈫
8:30～ 9:30 ときわ会館
10:30～11:30 おぐに会館
13:00～13:30 小笹集会所

５月30日㈭
8:00～ 9:00 みどりかいかん
10:00～11:00 ふれあい会館
13:00～13:30 みまた会館

弥
栄５月20日㈪ 13:00～13:30 弥栄老人福祉センター
※　受診６時間前には必ず食事を済ませてください。
午後からの受付については、検診当日の軽い朝食
は結構です。２時間前までは、薬の内服やコップ
１杯程度の飲水は可能です。
避けたほうが良い食品　肉類・貝類・天ぷら・ラーメ
ン・ねり製品・こんにゃく・海藻類・きのこなど

子宮頸がん検診
　子宮頸がん検診受診の際に、ＨＰＶ（ヒトパピロー
マウイルス）検査を無料で受けることができます。

【医療機関で受診する場合】
医療機関によっては、予約が必要となります。
対象　20歳以上49歳までの女性
※　HPV検査の結果により受診間隔に違いがあります。

実施期間
江木医院
５月７日㈫～令和２年２月29日㈯
浜田医療センター内　健診センター
５月７日㈫～令和２年２月28日㈮

実施場所

江木医院　☎㉒１１８１（予約不要）
浜田医療センター内　健診センター
☎㉘７７００（要予約）
予約受付時間　14:00～16:00
実施日　毎週月～金曜日
当日受付　 9:00～ 9:30
検査時間　10:00～

【検診車で受診する場合】（予約不要）
対象　20歳以上の女性

実施日 受付時間 会　場

浜
田 ５月21日㈫

9:00～ 9:15 日脚児童館
9:50～10:20 美川公民館
10:50～11:00 美川公民館西分館
11:30～11:40 櫟田原公民館

金
城
５月18日㈯
（休日検診） 13:30～14:30 みどりかいかん

旭 ５月14日㈫

9:00～ 9:30 都川高齢者活動促進センター
10:00～10:20 市木生活改善センター
11:00～11:20 重富生活改善センター
11:40～12:00 木田生活改善センター
13:15～14:15 旭保健センター

弥
栄 ５月21日㈫

13:15～13:45 弥栄老人福祉センター
14:15～14:45 弥栄会館

三
隅
５月18日㈯
（休日検診） 9:30～11:30三隅保健センター

※　平成25年を中心とした５年間の平均（第３次浜田市健康増進計画より）

浜田市民の脳血管疾患死亡率が高いことを

島根県

浜田市 37．0人

25.0 27.0 29.0 31.0 33.0 35.0 37.0 39.0

31．7人

問合せ　旭支所市民福祉課　☎45１４３５

脳血管疾患年齢調整死亡率（人口10万人対）

掲載枠　１枠縦4.5㎝×横8.5㎝を単位とします。２
枠を結合して広告を掲載することもできます。

申込方法　市が契約する次の代理店まで申し込んで
ください。料金など、詳しくはお問い合わせくだ
さい。

申込み・問合せ　柏村印刷㈱　☎㉓２０４０

広報はまだに掲載する
広告を募集しています

知っていますか？

　浜田市に住民票がある人は、市が実施する各種が
ん検診を、無料で受診することができます。がん検
診受診の際は、本人確認ができるもの（健康保険証・
運転免許証など）をご持参ください。
※　年度内に同じ検診を複数回受診する場合は、２
回目以降は全額負担となります。
問合せ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　健康医療対策課健康づくり係　☎㉕９３１１

５月各種がん検診の日程

脳卒中を予防しましょう

脳梗塞 脳の血管が詰まる
脳出血 脳の中の血管が破れて出血する
くも膜下出血 脳の表面の血管にできた動脈瘤が破れる

ご
存
知
で
す
か

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

い
き
い
き
配
食
サ
ー
ビ
ス

　
昼
食
の
確
保
が
困
難
な
人
に
、
高

齢
者
向
け
の
お
弁
当
を
ご
自
宅
に
配

達
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
安
否
確
認
を

行
い
ま
す
。

対
象
者　
浜
田
市
内
に
お
住
ま
い
で

次
に
該
当
す
る
人

⑴　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
又
は
障
が

い
者
の
み
の
世
帯
の
人

⑵　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
障
が
い

者
の
み
の
世
帯
の
人

利
用
料

・
お
弁
当　
　
　

１
食　

４
５
０
円

・
お
か
ず
の
み　

１
食　

３
７
０
円

緊
急
通
報
装
置
（
サ
ス
ケ
）

　
緊
急
時
に
、
固
定
電
話
に
接
続
し

た
緊
急
通
報
装
置
又
は
ペ
ン
ダ
ン
ト

型
発
信
機
の
ボ
タ
ン
を
押
す
と
、
サ

ス
ケ
セ
ン
タ
ー
に
通
報
さ
れ
ま
す
。

状
況
に
よ
っ
て
、近
所
の
協
力
員（
事

前
に
登
録
が
必
要
）・
地
区
の
民
生

委
員
や
消
防
署
な
ど
に
連
絡
し
ま
す
。

サ
ス
ケ
セ
ン
タ
ー
は
24
時
間
３
６
５

日
稼
働
し
て
い
ま
す
。

対
象
者　
浜
田
市
内
に
お
住
ま
い
で

次
に
該
当
す
る
人

⑴　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
又
は
障
が

い
者
の
み
の
世
帯
の
人

⑵　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
障
が
い

者
の
み
の
世
帯
の
人

利
用
料

　

１
か
月　
５
０
０
円

※　
利
用
者
の
不
注
意
で
機
器
が
破

損
し
た
場
合
の
修
理
代
は
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ

・
健
康
医
療
対
策
課
地
域
包
括
ケ
ア

推
進
係　
☎
㉕
９
３
２
１

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

人口10万人あたり37人が
亡くなっています。

健 康 コラムコラム

脳卒中とは？
　「脳卒中」にはいくつかの種類がありますが、大き
くは脳の血管がつまる「脳梗塞」と脳の血管が破れて
出血する「脳出血」や「くも膜下出血」に分けられます。

脳卒中の症状とは？
主な症状
・片方の手足、顔半分のまひ、しびれが起こる。
・呂律が回らない、言葉がでない。
・経験したことのない激しい頭痛がする。
・力はあるのに立てない、歩けない、フラフラする。

※　脳卒中の治療は一刻をあらそいます。早めの受
診が何よりも大切です。気になる症状のある時
は、救急車を呼びましょう。

予防のために気を付けたい生活習慣
・食塩を減らす
・野菜はたっぷり
・禁煙・節酒
・運動習慣
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育
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保
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権

教
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浜
田
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
健

康
の
保
持
増
進
と
病
気
の
早
期
発
見

を
目
的
と
し
て
「
一
日
外
来
人
間

ド
ッ
ク
」
を
受
け
る
人
に
助
成
を
行

い
ま
す
。

対
象
者　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

⑴　
令
和
元
年
５
月
１
日
現
在
、
74

歳
ま
で
（
生
年
月
日
が
昭
和
19
年

５
月
２
日
以
降
）
の
浜
田
市
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

⑵　
国
民
健
康
保
険
料
に
未
納
が
な

い
こ
と

注
意
事
項

・
受
診
日
に
浜
田
市
国
民
健
康
保
険

の
資
格
を
喪
失
し
て
い
る
場
合

（
75
歳
に
な
り
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
加
入
す
る
人
は
除
く
）
は

受
診
で
き
ま
せ
ん
。

・
同
年
度
内
に
助
成
が
受
け
ら
れ
る

の
は
、
浜
田
市
国
民
健
康
保
険
の

「
人
間
ド
ッ
ク
」「
脳
ド
ッ
ク
」、

浜
田
市
の
「
巡
回
人
間
ド
ッ
ク
」

の
い
ず
れ
か
一
つ
で
す
。

受
診
場
所
及
び
募
集
定
員

①
市
内
医
療
機
関　

１
０
０
人

②
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
内
健
診
セ
ン

タ
ー　

２
０
０
人

受
診
期
間　
７
月
〜
令
和
２
年
２
月

検
査
内
容　

身
体
測
定
・
血
圧
測

定
・
血
液
検
査
・
心
電
図
・
消
化

器
検
査
・
腹
部
超
音
波
検
査
・
便

潜
血
検
査　
な
ど

自
己
負
担
金　
８
０
０
０
円

申
込
方
法　
郵
便
は
が
き
に
受
診
希

望
者
の
①
住
所
・
②
氏
名
・
③
性

別
・
④
生
年
月
日
・
⑤
連
絡
先
電

話
番
号
を
必
ず
記
入
の
上
、
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。

※　
は
が
き
１
枚
に
つ
き
１
人
の
申

込
み
と
し
ま
す
。

※　
同
一
人
が
複
数
の
は
が
き
で
応

募
し
た
場
合
は
、
１
枚
の
み
有
効

と
な
り
ま
す
。

 （裏）
①受診希望者の住所
②受診希望者の氏名
③受診希望者の性別
④受診希望者の生年月日
⑤連絡先電話番号

 （表）　〒697-8501

浜田市殿町１番地

浜田市保険年金課

「国保人間ドック」係

宛
先　
〒
６
９
７
‐
８
５
０
１　

浜
田
市
殿
町
１
番
地　

浜
田
市

保
険
年
金
課　
「
国
保
人
間
ド
ッ

ク
」
係

申
込
期
限　
５
月
13
日
㈪
必
着

は
が
き
記
入
例

申
込
結
果
の
お
知
ら
せ

　
申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
を
行

い
ま
す
。
結
果
は
、
５
月
下
旬
に
通

知
し
ま
す
。

※　
平
成
30
年
度
に
一
日
外
来
人
間

ド
ッ
ク
の
助
成
を
受
け
て
い
な
い

人
を
優
先
し
ま
す
。

問
合
せ　
保
険
年
金
課
国
保
係　
　

☎
㉕
９
４
１
０

問
合
せ　
文
化
振
興
課
文
化
財
係

　
☎
㉕
９
７
３
１　

古文書
「旧浜田町役場文書（近世分）」

人

権

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
日
常
生
活
の

中
の
様
々
な
人
権
問
題
の
解
決
に
向

け
て
き
め
細
や
か
な
支
援
を
す
る
た

め
に
、
市
町
村
長
の
推
薦
を
受
け
、

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
皆
さ
ん

で
す
。

　
法
務
局
職
員
と
共
に
人
権
相
談
を

実
施
し
た
り
、
人
権
尊
重
の
理
念
を

住
民
に
広
め
る
た
め
、
学
習
会
の
開

催
、
啓
発
物
品
の
配
布
な
ど
、
地
域

に
密
着
し
た
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
人
権
相
談
は
無
料
で
、
各
自
治
区

で
受
け
て
お
り
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

浜
田

日
時　
毎
週
水
曜
日　
午
前
10
時
〜

正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時

場
所　
市
役
所
本
庁
舎
１
階
市
民
相

談
室　

人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

寺
田　
恭
子
（
朝
日
町
）

羽
野　
瑞
枝
（
黒
川
町
）

渡
部　
恵
子
（
長
沢
町
）

松
山
レ
イ
子
（
竹
迫
町
）

檜
谷　
朝
子
（
熱
田
町
）

村
井　
　
勉
（
日
脚
町
）

其
原　
繁
広
（
内
田
町
）

石
田　
啓
真
（
下
府
町
）

人
権
擁
護
委
員
を
ご
存
知
で

す
か

佐
々
木
千
恵
美
（
下
有
福
町
）

金
城

人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

古
城　
　
護
（
金
城
町
久
佐
）

森
内　
純
子
（
金
城
町
七
条
）

竹
田　
　
聰
（
金
城
町
小
国
）

旭　
　
　

人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

上
野　
壽
友
（
旭
町
今
市
）

日
ノ
原
勝
惠
（
旭
町
都
川
）

弥
栄

人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

金
高　
梅
子
（
弥
栄
町
稲
代
）

王
子　
幸
子
（
弥
栄
町
木
都
賀
）

三
隅

人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

桑
原　
　
徹
（
三
隅
町
折
居
）

石
川　
朝
子
（
三
隅
町
三
隅
）

山
本
冨
美
惠
（
三
隅
町
岡
見
）

※　
金
城
・
旭
・
弥
栄
・
三
隅
の
日

時
・
場
所
に
つ
い
て
は
不
定
期
で

す
の
で
、｢

広
報
は
ま
だ｣

付
属

の｢

は
ま
だ
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー｣

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー　
☎
㉕
９
１
６
０

人
権
・
同
和
教
育
研
修
会
に

講
師
を
派
遣
し
ま
す

　
市
で
は
市
民
一
人
ひ
と
り
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
「
人
権
尊
重
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
の
人
権
感
覚
を
育
ん

で
い
く
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

や
グ
ル
ー
プ
、
職
場
な
ど
に
お
い
て

人
権
・
同
和
教
育
研
修
を
繰
り
返
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
が
主
催
す
る
人
権
・
同
和
教

育
研
修
会
に
講
師
を
派
遣
し
ま
す
。

対
象　
浜
田
市
内
在
住
・
在
勤
又
は

在
学
し
て
い
る
、
お
お
む
ね
10
人

以
上
で
構
成
さ
れ
た
自
治
会
や
事

業
所
、
学
校
な
ど
の
各
種
団
体

開
催
会
場　
市
内
に
限
り
ま
す
。

※　
会
場
の
手
配
は
、
主
催
者
側
で

お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日
時　
原
則
と
し
て
平
日

※　
土
・
日
・
祝
日
、
夜
間
な
ど
に

開
催
を
希
望
す
る
場
合
に
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

研
修
内
容　
研
修
を
開
催
す
る
皆
さ

ん
の
要
望
に
お
応
え
し
ま
す
。
人

権
一
般
を
は
じ
め
具
体
的
な
人
権

課
題
に
即
し
、
親
し
み
や
す
く
分

か
り
や
す
い
テ
ー
マ
や
方
法
で
行

い
ま
す
。

講
師　

人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
指
導
主
事

講
師
派
遣
経
費　
無
料

申
込
方
法　
電
話
で
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
日
程
・
内
容
な
ど
を
調
整

後
、
申
込
用
紙
を
送
付
し
ま
す
。

申
込
先
・
問
合
せ

　
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン
タ
ー　

　
☎
㉕
９
１
６
０

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ
で
全
国
大
会
以
上

の
大
会
に
出
場
す
る
人
に
激

励
金
を
交
付
し
ま
す

　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興
と
人
材
育

成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
お
け
る
全
国
大
会

及
び
国
際
大
会
出
場
者
（
個
人
・
団

体
）
に
激
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

・
県
又
は
県
単
位
以
上
の
地
域
の
代

表
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
全

国
大
会
に
出
場
す
る
人
（
た
だ

し
、
予
選
又
は
選
抜
を
経
て
全
国

規
模
で
実
施
さ
れ
る
競
技
大
会
に

限
る
）

・
国
際
大
会
に
つ
い
て
は
、
日
本
代

表
と
し
て
出
場
す
る
こ
と

必
要
書
類

・
全
国
大
会
へ
の
出
場
に
関
す
る
届

出
・
全
国
大
会
要
項

・
全
国
大
会
出
場
申
込
書
の
写
し
及

び
参
加
者
名
簿
（
全
国
大
会
出
場

申
込
書
の
写
し
に
参
加
者
全
員
の

住
所
が
記
載
さ
れ
て
い
れ
ば
参
加

者
名
簿
は
不
要
）

・
県
大
会
要
項
と
予
選
成
績
（
予
選

で
は
な
く
選
抜
の
場
合
は
、
選
抜

さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
資
料
）

※　
国
際
大
会
出
場
の
場
合
は
、
前

　
記
の
「
全
国
」
又
は
「
県
」
を
「
国

　
際
」
に
読
み
替
え
て
く
だ
さ
い
。

申
込
先
・
問
合
せ　
生
涯
学
習
課
ス

ポ
ー
ツ
振
興
係　
☎
㉕
９
７
２
１

浜
田
市
指
定
文
化
財
を
新
た

に
２
件
指
定
し
ま
し
た

　
教
育
委
員
会
は
、
３
月
19
日
に
新

た
に
、「
旧
浜
田
町
役
場
文
書
（
近

世
分
）」
と
「
浜
田
大
名
行
列
奴
」

の
２
件
の
文
化
財
を
浜
田
市
指
定
文

化
財
に
指
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
指
定
は
、
浜
田
の
文
化
を
考

え
る
上
で
特
に
重
要
な
文
化
財
を
保

護
・
活
用
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の

で
す
。
今
回
の
新
た
な
指
定
を
合
わ

せ
る
と
、
市
指
定
文
化
財
は
68
件
と

な
り
、
国
指
定
８
件
、
県
指
定
17
件

と
合
わ
せ
、
市
内
に
あ
る
指
定
文
化

財
は
93
件
と
な
り
、
そ
の
ほ
か
に
登

録
文
化
財
が
２
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

子宮頸がん検診の受診間隔について
受診結果 対応又は受診間隔

細胞診「異常なし」かつ
HPV検査「陰性（－）」 次回は、３年後に受診

細胞診「異常なし」かつ
HPV検査「陽性（＋）」 次回は、１年後に受診
細胞診「異常あり」 精密検査を受診

※　一般的な間隔ですので、医師の指示を守りましょう。

がん検診の受診間隔
検診の種類 対象者 受診間隔

胃がん検診 40歳以上 年に１回
大腸がん検診 40歳以上 年に１回

肺がん検診 胸部Ｘ線検査 40歳以上 年に１回
喀痰検査 50歳以上で喫煙指数600以上の人 年に１回

子宮頸がん検診※ 20歳以上の女性 ２年に１回
乳がん検診 40歳以上の女性 ２年に１回
前立腺がん検診 50歳以上の男性 年に１回
※　子宮頸がん検診については、希望者にはHPV検査も同時実施できます。
ただし、子宮頸がん検診とHPV検査の併用の場合の受診間隔

メ
リ
ッ
ト

１
．
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
よ
る

救
命

２
．
早
期
が
ん
が
発
見
で
き
る

３
．が
ん
の
前
段
階
の
病
変（
ポ
リ
ー

プ
、
異
型
上
皮
な
ど
）
が
発
見
さ

れ
る
こ
と
が
あ
る

デ
メ
リ
ッ
ト

１
．
が
ん
が
あ
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、

正
し
く
診
断
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ

る（
精
度
が
100
％
で
は
な
い
）【
偽

陰
性
】

２
．
が
ん
が
な
い
の
に
、
が
ん
が
あ

る
か
も
し
れ
な
い
（
要
精
密
検

査
）
と
診
断
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る

【
偽
陽
性
】

３
．
が
ん
の
中
で
は
、
が
ん
が
進
展

し
て
死
亡
に
至
る
と
い
う
経
路
を

と
ら
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
そ
の

が
ん
に
対
し
て
過
剰
な
検
査
や
治

療
を
し
て
し
ま
い
、身
体
的・心
理

的
・
経
済
的
に
お
お
き
な
負
担
を

強
い
る
こ
と
が
あ
る【
過
剰
診
断
】

デ
メ
リ
ッ
ト
を
避
け
る
た
め
に
は

１
．
適
切
な
受
診
間
隔
で
が
ん
検
診

を
受
け
る

２
．
な
ん
で
も
相
談
で
き
る
か
か
り

つ
け
医
を
も
つ

３
．
気
に
な
る
症
状
が
あ
れ
ば
医
療

機
関
に
受
診
す
る

気
に
な
る
症
状
（
注
意
し
た
方
が
よ

い
症
状
）

・
胃
の
具
合
が
悪
い
、
食
欲
が
な
い

・
お
り
も
の
や
不
正
出
血
が
あ
る

・
乳
房
の
な
か
に
し
こ
り
が
あ
る
、

乳
房
に
く
ぼ
み
が
あ
る
、
乳
頭
か

ら
出
血
す
る

・
飲
み
こ
み
時
に
つ
か
え
る
感
じ
が

あ
る

・
便
に
血
や
粘
膜
が
混
じ
っ
て
い
る

・
咳
が
続
い
た
り
、
痰
に
血
が
混
じ

る
・
声
が
か
す
れ
る

・
尿
の
出
が
悪
か
っ
た
り
、
血
が
混

じ
る

・
そ
の
ほ
か 

体
重
減
少
、貧
血
な
ど

問
合
せ　
健
康
医
療
対
策
課
健
康
づ

く
り
係　
☎
㉕
９
３
１
１

保
険
・
医
療

年

金

受
け
て
み
ま
せ
ん
か

国
民
健
康
保
険
「
一
日
外
来

人
間
ド
ッ
ク
」

が
ん
検
診
を
受
け
る
に
あ

た
っ
て
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伝 言 板
まちかど

日
時　
５
月
13
日
㈪　
午
後
２
時
〜

場
所　
市
役
所
本
庁
舎
４
階　
講
堂

料
金　
無
料

問
合
せ　
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー　
☎
㉕
９
１
６
０

日
時　
５
月
４
日
㈷
〜
12
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

場
所　
大
麻
公
民
館

料
金　
無
料

問
合
せ　
大
麻
公
民
館

　
☎
㉗
０
８
９
７

日
時　
５
月
12
日
㈰

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所　
石
見
公
民
館

定
員　
20
人

料
金　
８
０
０
円
（
傷
害
保
険
代
１

日
時　
５
月
３
日
㈷
〜
５
日
㈷

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

場
所　
石
州
和
紙
会
館

内
容　
紙
漉
き
な
ど
日
替
わ
り
で
も

の
づ
く
り
を
体
験

料
金　
紙
漉
き　
５
４
０
円
〜

　
　
　
藍
染
め
体
験　

１
０
０
０
円

　
　
　
な
ど

問
合
せ　
石
州
和
紙
会
館

　
☎
32
４
１
７
０

日
時　
５
月
１
日
㈷
か
ら
12
月
27
日

㈮
ま
で
の
土
・
日
曜
日

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所　
金
城
歴
史
民
俗
資
料
館

料
金　
大
人　
　

３
０
０
円

　
　
　
中
学
生　

１
０
０
円

　
　
　
小
学
生　
　

６
０
円

（
25
人
以
上
の
団
体
割
引
あ
り
）

日
時　
５
月
18
日
㈯

　
午
前
11
時
〜
午
後
３
時
30
分

場
所　
朝
日
町
商
店
街

内
容　
神
輿・神
楽・県
大
生
ス
テ
ー

ジ
発
表
・
地
元
産
品
の
販
売
な
ど

問
合
せ　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　
☎
㉕
９
２
０
１

日
時　
５
月
18
日
㈯
（
雨
天
決
行
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
１
時

場
所　
浜
田
公
民
館
ス
タ
ー
ト

（
小
学
校
４
年
生
以
下
保
護
者
同
伴
）

料
金　
５
０
０
円

申
込
み　
浜
田
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会 

村
井
さ
ん
へ 

☎
㉖
１
１
２
３

対
象　
養
成
講
座
終
了
後
、
浜
田
市

手
話
奉
仕
員
と
し
て
登
録
、
活
動

で
き
る
人

日
時　
５
月
31
日
㈮
〜
令
和
２
年
３

月
末
の
隔
週
金
曜
日（
月
２
回
程
度
）

　
午
後
７
時
〜
８
時
45
分

場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
員　
先
着
20
人
程
度

料
金　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
３
２
４

０
円
（
税
込
み
）
が
必
要
）

申
込
み　
５
月
16
日
㈭
ま
で
に
社
会

福
祉
協
議
会
へ　
☎
㉒
０
０
９
４

①
即
戦
力
介
護
科

入
校
検
定
日　
５
月
13
日
㈪

検
定
会
場　
ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
島
根

定
員　
12
人

受
講
料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど

１
７
０
０
０
円
程
度
必
要
）

選
抜
方
法　
面
接
及
び
筆
記
試
験

訓
練
期
間

　
５
月
23
日
㈭
〜
８
月
22
日
㈭

訓
練
場
所　
ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
島
根

申
込
み　
５
月
８
日
㈬
ま
で
に
入
校

対
象　
県
内
在
住
の
20
歳
以
上
（
学

生
可
）
で
、
養
成
講
座
終
了
後
、

派
遣
登
録
を
し
、
通
訳
介
助
活
動

が
で
き
る
人

日
時　
６
月
９
日
㈰
〜
令
和
２
年
１

月
19
日
㈰
の
日
・
月
曜
日（
全
21
回
）

　
日
曜
日
…
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
月
曜
日
…
午
後
６
時
30
分
〜
８
時

30
分

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
島
根
４
階

研
修
室
（
松
江
市
）

定
員　
15
人

料
金　
５
０
０
０
円
（
別
途
テ
キ
ス

ト
代
や
研
修
費
が
必
要
）

日
時　
５
月
〜
令
和
２
年
３
月
の
毎

月
第
２
水
曜
日 

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浜
田

問
合
せ　

島
根
県
福
祉
人
材
セ
ン

タ
ー
石
見
分
室　
☎
㉔
９
３
４
０

対
象　
市
内
に
居
住
又
は
勤
務
し
て

い
る
人

活
動
内
容　
浜
田
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
諸

行
事
へ
の
参
加
な
ど

募
集
人
員　
若
干
名

対
象　
未
就
園
児
親
子

日
時　
初
回　
５
月
22
日
㈬

　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
15
分

場
所　
石
見
幼
稚
園

料
金　
無
料
（
活
動
内
容
に
よ
り
実

費
負
担
が
必
要
な
場
合
あ
り
）

申
込
み　
石
見
幼
稚
園
へ

　
☎
㉒
０
４
９
３

対
象　
18
歳
〜
30
歳
の
県
内
在
住
者

又
は
出
身
者

日
時　
８
月
２
日
㈮
〜
７
日
㈬

（
３
泊
程
度
の
宿
泊
あ
り
）

（
事
前
・
事
後
研
修
、
報
告
会
へ
の

参
加
が
必
要
）

定
員　
７
人
程
度

料
金　
無
料（
交
通
費
一
部
自
己
負
担
）

申
込
み　
５
月
20
日
㈪
ま
で
に
し
ま

ね
国
際
セ
ン
タ
ー
へ

　
☎
０
８
５
２
㉛
５
０
５
６

対
象　
未
就
園
児
親
子

日
時　
初
回　
５
月
15
日
㈬

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

（
年
10
回
程
度
を
予
定
）

場
所　
長
浜
幼
稚
園

料
金　
無
料

申
込
み　
長
浜
幼
稚
園
へ

　
☎
㉗
０
５
７
５

対
象　
市
内
在
住

で
お
お
む
ね
60

歳
以
上
の
人

入
会
説
明
会
日
時

　
毎
月
20
日

　
午
後
１
時
30
分

抽
選
に
よ
り
入
居
を
決
定
す
る
住
宅

募
集
住
宅
に
つ
い
て
は
、
申
込
受

付
期
間
中
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

申
込
受
付　
５
月
20
日
㈪
〜
31
日
㈮

抽
選
日　
６
月
中
旬

入
居
可
能
時
期　
７
月
中
旬

問
合
せ　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社

　
浜
田
住
宅
管
理
事
務
所

　
☎
㉕
０
５
３
５

先
着
順
で
入
居
を
決
定
す
る
住
宅

募
集
住
宅
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付　
随
時
。
た
だ
し
、
新
規

に
募
集
す
る
住
宅
は
５
月
13
日
㈪

以
降
。

問
合
せ　

公
営
住
宅
（
浜
田・金
城・旭・三
隅
）

　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社　
浜
田
住

宅
管
理
事
務
所　
☎
㉕
０
５
３
５

特
定
公
共
賃
貸
住
宅・地
域
定
住
住
宅

（
金
城
・
旭
・
弥
栄
）

　
㈲
中
田
工
務
店　
☎
42
１
２
０
３

若
者
住
宅
（
三
隅
）

　
㈱
コ
ム
サ　
☎
㉒
２
９
９
９

雇
用
促
進
住
宅
（
浜
田
・
金
城
）

浜
田
土
建
㈱　
☎
㉒
１
４
１
７

（
休
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
）

５
０
円
含
む
、
会
員
料
金
あ
り
）

申
込
み　
５
月
９
日
㈭
ま
で
に
浜
田

国
際
交
流
協
会
へ 

☎
㉔
１
２
４
１

問
合
せ　
西
中
国
山
地
民
具
を
守
る
会

　
☎
０
９
０-

４
６
９
７-

２
８
１
８

申
込
み　
５
月
18
日
㈯
ま
で
に
し
ま

ね
盲
ろ
う
者
友
の
会
事
務
局
へ

☎
０
９
０-

７
５
０
４-

４
２
９
４

願
を
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

②
基
礎
か
ら
学
べ
る
パ
ソ
コ
ン
＆
経

理
マ
ス
タ
ー
科

入
校
検
定
日　
５
月
16
日
㈭

検
定
会
場　
川
本
合
同
庁
舎

定
員　
15
人

受
講
料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど

１
６
０
０
０
円
程
度
必
要
）

選
抜
方
法　
面
接
及
び
筆
記
試
験

訓
練
期
間

　
５
月
28
日
㈫
〜
９
月
27
日
㈮

訓
練
場
所

　
邑
智
地
域
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

申
込
み　
５
月
10
日
㈮
ま
で
に
入
校

願
を
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

問
合
せ　
西
部
高
等
技
術
校
総
務
企

画
課　
☎
０
８
５
６
㉒
２
４
５
０

申
込
み

　

６
月
14
日
㈮
ま

で
に
応
募
用
紙

及
び
履
歴
書
な

ど
を
浜
田
市
観

光
協
会
へ

　
☎
㉔
１
０
８
５

浜田市広報 Facebook
市長公室総合調整係が取材するイベント

情報や、広報媒体に関するお知らせなどを、
Facebookで発信しています。

「いいね！」をお願いします。

問合せ　市長公室総合調整係　☎㉕９１５１

内
容　
除
草・
清
掃・
植
木
の
剪せ

ん
て
い定・

自
動
車
運
転
・
家
屋
の
修
繕
な
ど

高
齢
者
に
適
し
た
仕
事

問
合
せ　
浜
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー　
☎
㉓
４
６
８
０

お
出
か
け

浜
田
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

講
演
会

「
浜
田
藩
の
歴
史

-

成
立
か
ら
廃
藩
ま
で-

」

石
州
和
紙
会
館

手
漉
き
和
紙
・
も
の
づ
く
り

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

金
城
歴
史
民
俗
資
料
館

特
別
展　
た
た
ら
製
鉄
と
港
・
浜
田

-

古
文
書
か
ら
読
み
解
く
地
域
経
済-

大
麻
公
民
館

　
五
月
人
形
展

浜
田
国
際
交
流
協
会

国
際
交
流
員
と
ス
イ
ー
ツ
タ
イ
ム

朝
日
町
恵
比
須
祭
＆

　
ま
ち
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス 

　
　
〜
Ｂ
Ｕ
Ｙ
浜
田
昼
市
〜

浜
田
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

浜
田
市
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

教
室・講
座

社
会
福
祉
協
議
会

浜
田
市
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

西
部
高
等
技
術
校
訓
練
生

し
ま
ね
盲
ろ
う
者
友
の
会

盲
ろ
う
者
向
け
通
訳
・
ガ
イ

ド
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
座

相
　
　談

募
　
　集

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

観
光
大
使
は
ま
だ
募
集

石
見
幼
稚
園

「
ぴ
よ
ぴ
よ
の
会
」参
加
者
募
集

北
東
ア
ジ
ア
交
流
の
翼
in
し
ま
ね

参
加
者
募
集

島
根
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
石
見
分
室

福
祉
・
保
育
の
お
仕
事
相
談
会

長
浜
幼
稚
園

「
ピ
ッ
コ
ロ
の
会
」参
加
者
募
集

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集

〜
あ
な
た
の
豊
か
な
経
験
と
知
識
を

活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
〜

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
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企
画
展
「
・て

ん

と
－せ

ん

、
い
ろ
、
か
た
ち

島
根
の
美
術
室
」

日
時　
６
月
24
日
㈪
ま
で

　
午
前
10
時
〜
午
後
６
時
30
分
（
入

館
は
午
後
６
時
ま
で
）

Ｇゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク

・
Ｗ
は
休
ま
ず
開
館
・
シ
ロ
イ
ル

カ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
１
日
７
回

　
５
月
５
日
㈷
〜
５
月
11
日
㈯
は
児

童
福
祉
週
間
に
よ
り
小
学
生
・
中
学

生
は
入
館
料
は
無
料
で
す
。

日
時　
５
月
19
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

　
午
前
11
時
〜
午
後
２
時

場
所　
小
国
公
民
館

日
時

　

６
月
９
日
㈰

　
午
前
９
時
〜

午
後
２
時
30
分

集
合
場
所　
畳
ヶ

浦
ト
ン
ネ
ル
前

料
金　

日
時　
６
月
２
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
（
予
定
）

場
所　
航
空
自
衛
隊
美
保
基
地
内

（
鳥
取
県
境
港
市
）

料
金　
無
料

問
合
せ　
航
空
自
衛
隊
美
保
基
地

　
渉
外
室
広
報
班

　
☎
０
８
５
９
45
０
２
１
１

日
時　
５
月
26
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

午
前
８
時
45
分
〜
正
午

場
所　
江
津
市
波
子
町
海
水
浴
場
駐

車
場
に
集
合

料
金　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問
合
せ　
下
村
さ
ん 

午
後
５
時
以
降

　
☎
０
９
０-

７
５
０
０-

９
６
３
７

日
時　
５
月
26
日
㈰　
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
（
雨
天
決
行
）

場
所　
三
階
小
学
校
体
育
館
と
周
囲

料
金　
無
料
（
一
部
体
験
は
有
料
）

問
合
せ　
み
は
し
地
域
ま
ち
づ
く
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局

　
☎
㉘
７
６
９
９

日
時　
５
月
26
日
㈰

①
午
後
２
時
〜
２
時
50
分　

②
午
後
６
時
〜
６
時
50
分

場
所　
い
わ
み
ー
る
体
育
室

料
金　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
３
歳
以
下
無
料・会
員
料
金
あ
り
）

申
込
み　
浜
田
お
や
こ
劇
場
へ

　
☎
㉓
６
３
９
６

日
時　
５
月
25
日
㈯　
午
前
10
時
〜

（
小
雨
決
行
）

コ
ー
ス　
石
見
公
民
館
発
着

・
第
２
浜
田
ダ
ム
往
復
コ
ー
ス
８
㎞

・
相
生
町
周
回
コ
ー
ス　
　
　

４
㎞

料
金　
３
０
０
円
（
軽
食
あ
り
）

（
小
学
生
以
下
保
護
者
同
伴
）

申
込
み　
石
見
公
民
館
へ　
☎
㉒
１

３
８
０　
又
は
西
川
さ
ん
へ

　
☎
０
９
０-

９
５
０
７-

１
７
５
５

日
時　
５
月
25
日
㈯

・
子
ど
も
の
た
め
の
お
は
な
し
会

　
午
後
２
時
〜
２
時
30
分

（
対
象
４
歳
以
上
）

・
大
人
の
た
め
の
お
は
な
し
会

　
午
後
３
時
〜
４
時
30
分

（
定
員
40
人
）

場
所　
中
央
図
書
館 

多
目
的
ホ
ー
ル

料
金　
無
料

申
込
み　
５
月
20
日
㈪
ま
で
に
お
は

な
し
タ
ン
ポ
ポ　
荒
木
さ
ん
へ

　
☎
０
９
０-

２
２
９
３-

９
７
５
４

日
時　
５
月
25
日
㈯

　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

場
所　
谷
河
内
神
社

料
金　
無
料

問
合
せ　
都
川
公
民
館

　
☎
47
０
０
０
１

日
時　
５
月
25
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

午
前
７
時
30
分
〜（
１
時
間
程
度
）

集
合
場
所　
生
湯
海
岸
駐
車
場

清
掃
場
所　
生
湯
海
岸
一
帯

問
合
せ　
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大

会
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
市
民
１
０
０

０
人
の
会　
牛
尾
さ
ん

☎
０
９
０-

８
２
４
４-

９
４
２
９

日
時　
５
月
22
日
㈬

　
午
後
６
時
〜
７
時

テ
ー
マ
・
講
師
「
大
腸
が
ん
に
つ
い

て
」
渡
邉
正
美
さ
ん
（
浜
田
医
療

セ
ン
タ
ー
副
看
護
師
長
・
感
染
管

理
認
定
看
護
師
）

場
所　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
２
階

　
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
管
理

課　
☎
㉕
０
５
０
５

日
時
・
場
所

①
５
月
19
日
㈰　
午
後
１
時
〜
５
時

　
石
見
武
道
館

②
５
月
25
日
㈯　
正
午
〜
午
後
３
時

　
朱
鷺
会
館
（
出
雲
市
）

③
６
月
１
日
㈯　
正
午
〜
午
後
３
時

　
く
に
び
き
メ
ッ
セ
（
松
江
市
）

問
合
せ　
島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会

（
島
根
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
０
８
５
２
32
５
９
５
７

日
時　
５
月
19
日
㈰

①
午
前
10
時　
②
午
後
１
時
30
分

（
上
映
時
間
１
０
０
分
）

・
石
央
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
祭

　
　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

・
特
別
企
画
「
お
茶
の
楽
し
み
方
」

佐
々
木
玲
慈
さ
ん（
㈱
扇
原
茶
園
）

　
　
午
後
１
時
〜
１
時
20
分

場
所　
石
央
文
化
ホ
ー
ル 

大
ホ
ー
ル

料
金　
前
売
券
一
般　

１
２
０
０
円

　
小
学
生
〜
大
学
生　
　

６
０
０
円

（
当
日
２
０
０
円
増
）

　
ス
タ
ン
プ
マ
リ
ン　
大
人
２
冊
、

学
生
１
冊
と
交
換

（
当
日
２
０
０
円
増
）

問
合
せ　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

　
☎
㉒
２
１
０
０

内
容　
バ
イ
キ
ン
グ
方
式
の
昼
食
・

特
産
品
の
販
売
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど

料
金　
昼
食
引
換
券
１
０
０
０
円

（
小
学
生
以
下
３
０
０
円
）

※　

３
５
０
食
分

問
合
せ　
小
国
公
民
館

　
☎
44
０
２
５
４

日
時　
５
月
16
日
㈭
・
21
日
㈫

　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

場
所　
浜
田
養
護
学
校

申
込
み　
５
月
９
日
㈭
ま
で
に
浜
田

養
護
学
校
へ　
☎
㉘
２
２
０
０

日
時　
５
月
18
日
㈯

　
午
後
４
時
〜
11
時

場
所　
旧
都
川
小
学
校
体
育
館

料
金　
無
料

問
合
せ　
花
田
商
店 

☎
47
０
０
２
７

日
時　
５
月
18
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
正
午

場
所　
波
佐
公
民
館
集
合

料
金　
３
０
０
円

（
中
学
生
以
下
無
料
）　

申
込
み　
で
き
る
だ
け
事
前
に
波
佐

公
民
館
へ　
☎
44
０
１
４
６

　
一
般　
　
　
　
　
　

１
５
０
０
円

　
県
大
生　
　
　
　
　
　
７
０
０
円

　
県
大
以
外
の
学
生　

１
０
０
０
円

申
込
み　
留
学
生
等
を
囲
む
会
へ　

☎
㉒
２
２
６
０

特
別
展
「
水
辺
の
世
界
×
彫
刻
〜
石

見
の
自
然
と
匠
の
技
」

日
時　
５
月
６
日
（振）
ま
で

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所　
３
階
特
別
展
示
室

ゆ
っ
た
り
親
子
の
会

「
ア
シ
カ
と
記
念
撮
影
」

対
象　
未
就
学
児
と
保
護
者

日
時　
５
月
13
日
㈪
・
27
日
㈪

　
午
前
10
時
〜
10
時
30
分

場
所　
ア
ク
ア
ス
館
内

定
員　
10
組

料
金　
無
料
（
入
館
料
に
含
む
）

申
込
み　
当
日
１
階
総
合
案
内
所
へ

５
月
の
神
楽
（
雨
天
中
止
）

　

１
日
㈷　
熱
田
保
存
会

　

２
日
㉁　
宇
野
保
存
会

　

３
日
㈷　
追
原
神
楽
社
中

　

４
日
㈷　
後
野
神
楽
社
中

　
５
日
㈷　
上
府
神
楽
社
中

　
19
日
㈰　
細
谷
神
楽
社
中

　
26
日
㈰　
大
都
神
楽
団

時
間　
午
後
１
時
〜
３
時

場
所　
は
っ
し
ー
広
場
ス
テ
ー
ジ

問
合
せ　
島
根
物
産
商
事
㈱

　
☎
㉘
３
３
８
８

休
館
日　
毎
週
火
曜
日

（
４
月
30
日
㉁
は
開
館
）

場
所　
石
見
美
術
館　
展
示
室
Ｄ

内
容　
〈
点
と
線
〉〈
い
ろ
〉〈
か
た
ち
〉

と
い
っ
た
造
形
を
成
り
立
た
せ
る

基
本
要
素
に
注
目
し
た
展
覧
会

料
金　
一
般　
　
　

１
０
０
０
円

　
　
　
大
学
生　
　
　

６
０
０
円

　
　
　
小
中
高
生　
　

３
０
０
円

こ
ま
つ
座
「
化
粧
二
題
」

日
時　
６
月
23
日
㈰　
午
後
３
時

場
所　
グ
ラ
ン
ト
ワ　
大
ホ
ー
ル

内
容　
井
上
ひ
さ
し
の
名
作
が
蘇
る

全
国
８
都
市
限
定
の
芝
居
公
演

出
演

　
内
野
聖
陽
さ
ん
・
有
森
也
実
さ
ん

料
金　
全
席
指
定（
会
員
料
金
あ
り
）

　
一
般　
　
　
　
５
８
０
０
円

　
高
校
生
以
下　

３
０
０
０
円

※　
未
就
学
児
入
場
不
可
（
無
料
託

児
サ
ー
ビ
ス
あ
り
。
６
月
16
日
㈰

ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
）

※　
車
い
す
観
劇
エ
リ
ア
、
赤
外
線

補
聴
装
置
あ
り
。
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ア
ク
ア
ス
か
ら

　
　
　
☎
㉘
３
９
０
０

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

　
　
☎
０
８
５
６
㉛
１
８
６
０

小
国
の
自
然
に
親
し
む
会

留
学
生
等
を
囲
む
会

石
見
の
海
に
親
し
む
集
い

航
空
自
衛
隊

　
美
保
基
地
航
空
祭

第
１
９
６
回
ふ
る
さ
と
歴
史
紀
行

江
戸
時
代
の
浜
田
三
次
往
還
を
訪
ね

江
津
市
跡
市
か
ら
井
沢
ま
で
歩
く

み
は
し
地
域
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

第
２
回
み
は
し
フ
ェ
ス
タ

浜
田
お
や
こ
劇
場 

鑑
賞
例
会

劇
団
な
ん
じ
ゃ
も
ん
じ
ゃ

「
お
じ
さ
ん
と
お
お
き
な
木
」

石
見
公
民
館

健
康
ウ
ォ
ー
ク
in
石
見

お
は
な
し
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
ン
の

　
お
は
な
し
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

あ
さ
ひ
健
康
ウ
ォ
ー
ク
in
都
川

「
棚
田
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」

浜
田
開
府
四
百
年
記
念
協
賛

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
海
岸
清
掃

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

　
市
民
公
開
講
座

島
根
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

福
祉・保
育
の
就
職
フ
ェ
ア
し
ま
ね

石
央
シ
ネ
マ
倶
楽
部 

企
画
映
画
上
映
会

「
日
日
是
好
日
」

浜
田
養
護
学
校

　
前
期 
学
校
公
開

交
流
神
楽 

イ
ン 

都
川

金
城
三
偉
人
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会　
第
３
弾

能
海
寛
歌
碑
め
ぐ
り

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
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開館時間 9:00～17:00
月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）
年末年始・展示替え期間
（括弧は20人以上の団体）
一　般　600円（500円）

展覧会によって異なります
小中生　200円（160円）
高大生　300円（240円）

休 館 日

観 覧 料

※

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
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展
覧
会
の
お
知
ら
せ

「図書館のもよおし」は、はまだ情報カレンダー
裏面のくらしのサービスガイドをご覧ください。

　
佐
々
田
奉
公
会
簡
易
閲
覧
所
は
、
気
軽
に
本

を
手
に
と
っ
て
読
書
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
に
市
内
の
公
民
館
な
ど
に
設
置
し
て
い
ま

す
。
年
２
回
、
本
の
入
替
も
行
っ
て
い
ま
す
。

５
月
に
は
新
し
い
本
も
含
め
た
入
替
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

設
置
場
所

　
長
浜
公
民
館
、周
布
公
民
館
、美
川
公
民
館
、

大
麻
公
民
館
、
石
見
公
民
館
後
野
分
館
、
石

見
公
民
館
長
見
分
館
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
上
府
事
業
所
、
国
府
公

民
館
、
木
田
公
民
館
、
久
佐
公
民
館
、
井
野

公
民
館
、
安
城
公
民
館

貸出ベスト10（平成31年３月期）
順位 タイトル 著者
１ １Ｒ１分34秒 町屋　良平
２ 昨日がなければ明日もない 宮部　みゆき
３ 新章神様のカルテ 夏川　草介
４ 宝島 真藤　順丈
５ 人魚の眠る家 東野　圭吾
６ ノースライト 横山　秀夫
７ マスカレード・ホテル 東野　圭吾
８ 家康に訊け 加藤　廣
９ いのちの人形 横関　大
10 趣味で腹いっぱい 山崎　ナオコーラ

　

３
月
19
日
㈫
、
島
根
県
立
大
学
浜

田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、
総
合
政

策
学
部
卒
業
生
２
０
４
人
、
大
学
院

修
了
生
10
人
が
旅
立
ち
の
と
き
を
迎

え
ま
し
た
。

　
清
原
正
義
学
長
か
ら
の
お
祝
い
の

言
葉
に
対
し
て
、
総
合
政
策
学
部
卒

業
生
代
表
の
山
下
裕
斗
さ
ん
、
大
学

院
修
了
生
代
表
の
吉
野
和
則
さ
ん
か

ら
「
総
合
政
策
学
部
で
得
た
問
題
解

決
能
力
は
、
今
後
社
会
で
の
生
活
の

指
針
、
基
盤
に
な
る
と
信
じ
て
い

る
」「
北
東
ア
ジ
ア
開
発
研
究
科
で

は
、
真
理
を
探
究
す
る
と
い
う
手
法

や
手
段
を
学
ん
だ
。
今
後
の
進
路
に

生
か
し
た
い
」
と
喜
び
の
謝
辞
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
北
東
ア
ジ
ア
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー

（
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
）
の
「
市
民

研
究
員
制
度
」
は
地
域
の
皆
さ
ん
・

セ
ン
タ
ー
研
究
員
・
大
学
院
生
と
の

情
報
交
換
・
地
域
交
流
を
通
じ
て
研

究
に
取
り
組
む
と
い
う
、
全
国
的
に

も
珍
し
い
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
個
人
研
究
報
告
会
・

グ
ル
ー
プ
研
究
・
大
学
院
生
と
の
共

同
研
究
・
政
策
提
言
な
ど
の
企
画
・

交
流
活
動
が
あ
り
ま
す
。

　
市
民
研
究
員
へ
の
登
録
に
、
特
に

必
要
と
な
る
資
格
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
込
先
・
問
合
せ

　
企
画
調
整
室　
☎
㉔
２
２
０
１

　

２
月
19
日
㈫
に
今
年
度
の
成
果
報

告
・
活
動
発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

午
前
は
、「
し
ま
ね
地
域
マ
イ
ス

タ
ー
課
程
」
１
期
生
が
取
り
組
ん
だ

卒
業
研
究
の
表
彰
式
と
発
表
会
の
ほ

か
、
浜
田
市
、
益
田
市
、
浜
田
市
と

邑
南
町
と
の「
食
」を
通
じ
た
観
光・

文
化
交
流
協
議
会
と
の
各
成
果
報
告

会
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
０
１
９
年
・
第
61
回
こ
ど
も
の
読
書
週

間
の
標
語
は
、「
ド
は
読
書
の
ド
♪
」
で
す
。

大
切
な
人
に
本
を
贈
る
日
「
サ
ン
・
ジ
ョ
ル

デ
ィ
の
日
」
で
あ
る
４
月
23
日
か
ら
５
月
12

日
は
、
こ
ど
も
の
読
書
週
間
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
大
切
な
誰
か
に
あ
な
た
が
好

き
な
本
を
教
え
て
あ
げ
ま
せ
ん
か
？

　
ま
た
、
式
典
で
は
、
１
期
生
と
な

る
し
ま
ね
地
域
マ
イ
ス
タ
ー
課
程
認

定
証
を
８
人
に
授
与
し
、
島
根
県
立

大
学
賞
を
学
生
２
人
、
団
体
３
組
に

授
与
し
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
地
域
と
大
学
と
の

出
会
い
の
場
と
し
て
浜
田
・
出
雲
・

松
江
キ
ャ
ン
パ
ス
の
教
員
や
学
生
と

地
域
の
皆
さ
ん
が
、
日
ご
ろ
の
活
動

に
つ
い
て
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

形
式
で
発
表
し
ま
し
た
。

　
研
究
成
果
に
よ
る
商
品
の
試
食
や

地
域
の
食
材
を
使
っ
た
お
に
ぎ
り
・

お
味
噌
汁
が
振
舞
わ
れ
、
来
場
者
の

皆
さ
ん
や
発
表
者
同
士
の
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

①
異
文
化
理
解
の
心
理
学

日
時　
５
月
８
日
㈬

　
午
後
1
時
15
分
〜
2
時
45
分

講
師　
小
林
明
子
（
浜
田
キ
ャ
ン
パ

ス
准
教
授
）

②
道
教
の
倫
理
観
と
養
生
術

日
時　
５
月
15
日
㈬

　
午
後
６
時
15
分
〜
７
時
45
分

講
師　
張
忠
任
（
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス

教
授
）

各
講
座
の
会
場

　
講
義
・
研
究
棟　
中
講
義
室
３

問
合
せ

　
地
域
連
携
課　
☎
㉔
２
３
９
６

卒業生代表の謝辞

受賞者記念写真

ポスターセッションの様子

【
石
本
正
記
念
展
示
室
】

　

２
０
１
９
年
度
・
石
本
正
作
品
選
１

【
企
画
展
示
室
】

　
石
本
正 

素
描
展
「
花
を
み
つ
め
て
」

期
間　
６
月
23
日
㈰
ま
で

料
金　

　
一
般　
　

　
　
　

６
０
０
円
（
団
体
５
０
０
円
）

　
高
校
・
大
学
生

　
　
　

３
０
０
円
（
２
４
０
円
）

　
小
・
中
学
生

　
　
　

２
０
０
円
（
１
６
０
円
）

「
稲
倉
寛(

ゆ
た
か)　
Ｓ
Ｌ
写
真
展
」

日
時　
５
月
６
日
(振)
ま
で

　
大
正 

昭
和 

平
成
生
ま
れ
の
「
大
驛
親
子
三

世
代
美
術
展
」

日
時　
５
月
11
日
㈯
〜
23
日
㈭

「
平
成
30
年
度 

石
正
美
術
館
絵
画
教
室
作
品

展
【
前
期
】」

日
時　
５
月
25
日
㈯
〜
６
月
７
日
㈮

※
「
し
ま
ね
家
庭
の
日
」
毎
月
第
３
日
曜
日
に

家
族
で
来
館
し
た
入
場
者
の
う
ち
、
高
校
生

以
下
は
無
料
で
す
。

休
館
日　
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
開
館
、
翌

平
日
休
館
）

※　

Ｇ
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク

・
Ｗ
は
休
ま
ず
開
館
し
ま
す
。

こ
い
の
ぼ
り
の
バ
ッ
グ
を
作
ろ
う

日
時　
５
月
３
日
㈷　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

講
師　
モ
ー
ド
エ
モ
ー
ド
静
さ
ん

参
加
費　
８
５
０
円

定
員　
30
人

石
州
和
紙
で
こ
い
の
ぼ
り
を
作
ろ
う

日
時　
５
月
４
日
㈷　
午
後
１
時
〜
３
時

参
加
費　
３
０
０
円

定
員　
20
人

「
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス
」
ス
イ
ー
ツ
デ
コ

講
師　
琴
野
和
世
さ
ん

日
時　
５
月
11
日
㈯　
午
後
１
時
〜
３
時

参
加
費　
８
０
０
円

定
員　
15
人

※　
い
ず
れ
も
予
約
可
能
。

vol.187
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

図書館情報
開館時間 ５月の休館日

中央 ☎㉒0480  9:00～19:00 １日㈷･13日㈪･27日㈪
金城 ☎421823

 9:00～17:00 １日㈷・７日㈫
13日㈪・20日㈪
27日㈪・31日㈮

旭 ☎451439
弥栄 ☎482258
三隅 ☎320338 10:00～19:00（土日祝日は18:00まで）

簡
易
閲
覧
所
の
ご
案
内

こ
ど
も
の
読
書
週
間

５
月
の
イ
ベ
ン
ト

ギ
ャ
ラ
リ
ー
情
報

平
成
30
年
度
総
合
政
策
学
部
卒

業
証
書
授
与
式
・
大
学
院
学
位

記
授
与
式

市
民
研
究
員
を
募
集
し
ま
す

Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｉ
縁
結
び
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た

公
開
講
座
の
ご
案
内

石本正「罌粟」1980年
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世 帯 男 女 総 数
浜 田 19,468 18,795 20,804 39,599
金 城 1,897 2,048 2,161 4,209
旭 1,319 1,336 1,359 2,695

弥 栄 669 599 667 1,266
三 隅 2,828 2,849 3,092 5,941
合 計 26,181 25,627 28,083 53,710

（単位：人）
人　口（３月末現在）

市長直行便（市政に関するご意見・ご提言）をお寄せください。市長直行便は、市ホームページの
市長直行便入力フォーム、又は専用はがき（本庁・支所・公民館などに備付け）などをご利用ください。

３
月
20
日
㈬
・
21
日
㈷
、
Ｊ

Ｒ
山
陰
本
線
を
走
る
観
光
列
車

「
あ
め
つ
ち
」
が
、
初
め
て
石

見
地
域
を
運
行
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
浜
田
駅
で
は
、
石
見
神

楽
の
恵
比
須
や
甲
冑
隊
、
市
民

な
ど
約
１
０
０
人
が
集
ま
り
、

「
よ
う
こ
そ
浜
田
へ
」
と
手
や

旗
を
振
り
な
が
ら
、
乗
客
を
お

出
迎
え
し
ま
し
た
。

　
本
展
で
は
、
形
や
素
材
、
デ
ザ
イ

ン
の
違
う
多
種
多
様
な
パ
ズ
ル
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。

　

組
木
立
体
ア
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド

「
ミ
ャ
ゴ
レ
グ
ノ
」
は
、
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
タ
ー
の
二
人
が
デ
ザ
イ
ン
か
ら

制
作
ま
で
手
が
け
る
ハ
ン
ド
メ
イ
ド

の
パ
ズ
ル
で
す
。
カ
ラ
フ
ル
な
色
彩

が
見
る
も
の
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

す
。

５
月
の
休
館
日

月
曜
日　
13
日
・
20
日
・
27
日

振
替
日　
１
日
㈷・７
日
㈫・
８
日
㈬

展
示
替　
28
日
㈫
〜
31
日
㈮

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

《
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
ア
ー
ト
》

　
パ
ズ
ル
の
よ
う
に
タ
イ
ル
を
並
べ

て
作
品
を
作
ろ
う
。

◎
５
月
２
日
㉁
〜
６
日
(振)

参
加
費　
５
０
０
円

 《
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
建
築
パ
ズ
ル
》

　
立
体
パ
ズ
ル
を
作
っ
て
遊
ぼ
う
。

◎
５
月
11
日
㈯
・
12
日
㈰

参
加
費　
１
０
０
円

日
本
テ
セ
レ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン

協
会
の
同
じ
パ
タ
ー
ン
の
繰
り
返
し

を
使
っ
て
無
限
に
広
が
る
敷
詰
め
パ

ズ
ル
も
大
人
気
で
す
。

会
期　
５
月
26
日
㈰
ま
で

料
金　
一
般　
　
　
　
　

３
０
０
円

　
　
　
高
校
・
大
学
生　

２
０
０
円

　
　
　
小
学
・
中
学
生　

１
０
０
円

※　
５
月
５
日
（
こ
ど
も
の
日
）
は

　
小
・
中
学
生
の
観
覧
料
が
無
料
で

　
す
。

 《
木
の
バ
ラ
バ
ラ
パ
ズ
ル
》

　
糸
ノ
コ
ギ
リ
で
本
格
的
な
パ
ズ
ル

を
作
ろ
う
。

◎
５
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰

参
加
費　
３
０
０
円

《
ド
リ
ッ
ピ
ン
グ
で
迷
路
を
描
こ

う
》

　
絵
の
具
を
垂
ら
し
て
迷
路
を
描
こ

う
。

◎
５
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰

参
加
費　
１
０
０
円

※　
い
ず
れ
の
活
動
も
午
後
１
時
か

　

ら
４
時
ま
で
。（
参
加
受
付
は
当

　
日
午
後
１
時
か
ら
３
時
30
分
ま
で

　
に
１
階
創
作
室
に
て
）   

テセレーション
ボール

不思議な魚五角形パズル

ミャゴレグノ

今月の表紙

毎
月
１
日
発
行

編
集
・
発
行
　
浜
田
市
市
長
公
室

　
　
　
　
　
　
☎
 0855‒25‒9151

　
　
　
　
　
　

ＦＡＸ 0855‒22‒3091

本
庁
　
〒
697-8501 島

根
県
浜
田
市
殿
町
１
番
地

　
　
　
 ☎
0855‒22‒2612（

代
表
）

　
　
http://w

w
w
.city.ham

ada.shim
ane.jp

　
　
info@

city.ham
ada.lg.jp

各
支
所
　
　
金
城
支
所
　
☎
42‒1234

　
　
　
　
　
旭
支
所
　
　
☎
45‒1234

　
　
　
　
　
弥
栄
支
所
　
☎
48‒2111

　
　
　
　
　
三
隅
支
所
　
☎
32‒2800

浜
田
市
広
報
 

@
koushitsu.ham

ada

Facebook

５ 令
和
元
年

N
o.217

広
報

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館

vol.269

浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://www.hamada-kodomo-art.com

「
ア
ー
ト
パ
ズ
ル
展
」

　
　
　
　
　
　
好
評
開
催
中
！

５
月
の
イ
ベ
ン
ト
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